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議 会

美浜町議会議長

竹仲 良廣

新年のご挨拶New Year greetings

美浜町長

戸嶋 秀樹行 政

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
旧
年
中
は
、
私
ど
も
の
議
会
活
動

に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
翻ほ

ん
ろ
う弄
さ
れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

海
水
浴
場
が
閉
鎖
さ
れ
、
五
木
ひ
ろ
し
ふ

る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
や
夏
フ
ェ
ス
タ
、
町
民

レ
ガ
ッ
タ
、
み
は
ま
ナ
ビ
フ
ェ
ス
等
の
大

型
イ
ベ
ン
ト
も
軒
並
み
中
止
と
な
り
、
に

ぎ
わ
い
の
少
な
い
静
か
な
１
年
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
3
月
に
は

平
成
30
年
か
ら
進
め
て
き
た
レ
イ
ン

ボ
ー
ラ
イ
ン
山
頂
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
東
西
南
北

の
テ
ラ
ス
や
足
湯
、
カ
フ
ェ
、
ソ
フ
ァ
ー

等
が
整
備
さ
れ
、
雄
大
な
日
本
海
や
三

方
五
湖
の
景
色
が
楽
し
め
る
空
間
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
も
、

身
近
に
あ
る
地
元
の
絶
景
を
堪
能
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
が
町
で
は｢

若
狭
美
浜
イ
ン

タ
ー
産
業
団
地｣

へ
の
企
業
誘
致
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
度
、
同
産

業
団
地
に
㈱
春
日
野
運
送
と
㈱
レ
ン
タ
ル

の
ニ
ッ
ケ
ン
の
2
社
の
進
出
が
決
ま
り
ま

し
た
。
議
会
と
し
て
は
、
雇
用
の
創
出
は

も
と
よ
り
、
地
域
振
興
や
町
の
活
性
化
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
3
号

機
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
た
く
さ
ん
の

方
か
ら
請
願
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議

会
と
し
て
は
、
皆
さ
ま
の
意
見
を
お
聞
き

し
、
議
論
を
重
ね
、
美
浜
町
民
の
安
全
確

保
を
大
前
提
に
、
美
浜
発
電
所
と
の
共
存

共
栄
に
よ
り
、
住
民
福
祉
の
一
層
の
向
上

を
図
る
た
め｢

同
意｣

す
べ
き
と
判
断
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
発
電
所
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
動
向
に
目
を
向
け
な
が

ら
、
原
子
力
の
安
全
性
の
追
求
に
な
お
一

層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
経
済
情
勢
の
悪
化
や
、
少
子
高
齢
化

の
中
、
私
た
ち
が｢

安
心
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち｣

を
築
く
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
厳
し

い
社
会
情
勢
を
乗
り
切
り
、
協
働
の
ま

ち
、
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
地
域
愛

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
未
来
の
た
め
に
、
町
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
議
会
一
丸
と
な
っ

新
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

動
強
化
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
充
実
、

要
支
援
者
に
対
す
る
地
域
の
支
え
合
い
体

制
づ
く
り
等
の
自
助･

共
助
の
強
化
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
美
浜
駅
か
ら
な
び
あ
す
ま

で
の
区
間
を｢

に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン｣

と
位

置
付
け
、さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
々
が
集
い
、

交
流
を
図
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
令
和
4
年
春
の
開

業
を
目
指
し
、
道
の
駅
や
観
光
農
園
の
整

備
、
な
び
あ
す
若
者
フ
ァ
ン
づ
く
り
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は｢

夢
と
希
望･

活
気
あ
ふ
れ

る
産
業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り｣

で
す
。

　

昨
年
は
、
若
狭
美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業
団

地
に
㈱
春
日
野
運
送
と
㈱
レ
ン
タ
ル
の

ニ
ッ
ケ
ン
の
2
社
に
進
出
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
美
浜
東｢

美
し
野｣

ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
は
、
57
区
画
中
51
区
画
の
分
譲

が
進
み
、
若
い
世
代
に
入
居
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
本
年
は
、
県
と
の
連

携
の
下
に
農
業
人
材
育
成
拠
点
施
設
を
整

備
す
る
予
定
で
す
。
雇
用
の
創
出
と
産
業

強
化
、
快
適
な
住
環
境
の
整
備
に
よ
り
、

若
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は｢

誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る･

住
み
た
く
な
る･

応
援
し
た
く
な
る
ま
ち

づ
く
り｣

で
す
。

　

三
方
五
湖
ゾ
ー
ン
で
は
、
北
陸
新
幹
線

敦
賀
開
業
に
向
け
、
県
や
若
狭
町
、
昨
年

設
立
し
た
三
方
五
湖
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
、

レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
山
頂
公
園
を
は
じ
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新
た

な
電
池
推
進
遊
覧
船
の
航
行
や
サ
イ
ク
リ

明

ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
、
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
や

観
光
列
車
等
の
運
行
に
よ
る
魅
力
向
上
を

図
り
、
周
遊
滞
在
型
観
光
の
実
現
に
向
け

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
や
ふ
る
さ
と
納
税
者
等
、
多
様
な
関
わ

り
の
中
で
本
町
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
応
援
し

て
い
た
だ
け
る
方
々
を｢

み
は
ま
応
援
ク

ル
ー｣

と
し
て
登
録
す
る
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
応
援
ク
ル
ー
が
本
町
と

の
関
係
を
深
化
さ
せ
る
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
で
、
人
口
減
少
の
中
で
も
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
3
本
の
柱
を
着
実
に
進
め

る
に
は
、｢

が
ん
ば
る
美
浜
人｣｢

元
気
な

集
落
パ
ワ
ー｣

等
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
力

が
必
要
で
す
。

　

昨
年
度
は
各
集
落
に
赴
き
、
未
来
を
見

据
え
た｢

集
落
元
気
プ
ラ
ン｣

の
策
定
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
現
在
、
10
集
落
が
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
8
集
落
で
策
定
に
向
け

た
研
修
会
等
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。
地
域

愛
の
も
と
に
、
集
落
の
課
題
を
自
分
ご
と

と
捉
え
、
次
々
と
立
ち
上
が
る
動
き
は
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
力
強
い｢

う
ね
り｣

で

あ
り
、
町
と
し
て
も
が
ん
ば
る
集
落
の
プ

ラ
ン
実
現
に
向
け
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
。

　

猛
威
を
ふ
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す

が
、
感
染
予
防
の
徹
底
と
経
済
の
両
立
を

図
り
な
が
ら
町
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
皆
さ
ま
で
す
。

皆
さ
ま
方
と
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
町
政
の
課
題
解
決
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
町
議
会
に
対
し
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息

を
願
い
、
明
る
い
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
ご
祈
念
致
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
五
木
ひ
ろ
し
ふ
る
さ
と
マ

ラ
ソ
ン
や
町
民
レ
ガ
ッ
タ
、
ナ
ビ
フ
ェ
ス
等

の
主
要
イ
ベ
ン
ト
を
や
む
な
く
中
止
い
た

し
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新

し
い
生
活
様
式
の
も
と
、
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
新
年
の
抱
負
を
申
し

述
べ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
原
子
力
行
政
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
国
か
ら
美
浜
発
電
所
3
号
機

の
再
稼
働
に
係
る
同
意
要
請
を
受
け
、
議

会
に
対
し
意
見
の
集
約
を
求
め
る
と
と
も

に
、
町
の
皆
さ
ま
に
説
明
会
等
を
開
催
し

意
見
を
求
め
ま
し
た
。
頂
い
た
ご
意
見
等

を
踏
ま
え
、
再
稼
働
の
是
非
に
つ
い
て
判

断
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
ま
ち
づ
く
り
3
本
の
柱
の
主
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
つ
目
は｢

住
ん
で
い
る
こ
と
に
幸
せ
と

誇
り
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り｣

で
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
が

安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
施
設
等
の
更
新
に
順
次
取
り
組

ん
で
お
り
、
本
年
2
月
に
は
最
新
の
防
災

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
ま
す
。
併

せ
て
、
自
主
防
災
組
織
や
防
災
士
会
の
活

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

コロナを乗り越え
　　安心で快適に暮らせる
　　　　まちを目指して

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望

｢地域愛｣あふれる

　美
うま

し美浜を目指して

↑リニューアルしたレインボーライン山頂公園
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　美浜発電所は、1 号機が昭和 45 年 (1970 年 )11 月 28 日に営業運転
を開始し、50 年を迎えました。
　町では、国の発展に寄与すべく原子力発電所を誘致してから ｢ 原子力
と共生する町 ｣ として、半世紀にわたり安全 ･ 安心を追及しつつ、町民
の皆さまのご理解とご支援をいただきながら、原子力発電のパイオニア
として、国のエネルギー政策に貢献してきました。

原
子
力
と
共
に
歩
み
半
世
紀

原子力と共に歩み半世紀

　

平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
、原
子
力
発
電

所
の
安
全
基
準
が
大
き
く
見
直
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
で
は
、こ
の
事
故
の
教
訓
や
反
省
等

を
踏
ま
え
、原
子
力
発
電
所
等
の
安
全

規
制
を
強
化
す
る
た
め
、独
立
性
の
高
い

｢

原
子
力
規
制
委
員
会｣

を
設
置
し
、同

委
員
会
に
よ
り
原
子
力
発
電
所
等
の
新

た
な
規
制
基
準
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
西
電
力
㈱
で
は
、こ
の｢

新
規
制
基

準｣

を
踏
ま
え
、必
要
な
安
全
対
策
等
に

つ
い
て
検
討
し
、電
力
供
給
力
や
運
転
可

能
期
間
、工
事
費
等
を
勘
案
し
た
結
果
、

1･

2
号
機
に
つ
い
て
は
廃
炉
を
決
定

し
、平
成
29
年
4
月
か
ら
廃
止
措
置
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

美
浜
発
電
所
の
近
況

　

ま
た
、3
号
機
に
つ
い
て
は
60
年
ま
で

の
運
転
に
向
け
、新
規
制
基
準
に
適
合
す

る
た
め
の
安
全
対
策
工
事
の
実
施
を
判

断
し
、平
成
29
年
6
月
に
着
工
、令
和
2

年
9
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

↑1･2号機廃止措置工事

↑3号機安全性向上対策工事

　

令
和
2
年
10
月
16
日
に
、
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
の
方

針
に
基
づ
き
、
国
か
ら
、
3
号
機
の
再

稼
働
に
対
す
る
町
の
理
解
と
協
力
の
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

住
民
説
明
会
等
で
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
再
稼
働
の

是
非
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。↑住民説明会を開催(令和2年10月)

1 号機 2 号機 3 号機

　発電出力 34.0 万 kw 50.0 万 kw 82.6 万 kw

　営業運転開始日 昭和 45 年 11 月 28 日 昭和 47 年 7 月 25 日 昭和 51 年 12 月 1 日

　運転状況
平成 27 年 4 月 27 日

運転終了
平成 27 年 4 月 27 日

運転終了
平成 23 年 5 月 14 日～

定期検査中

　累計発電電力量 638.01 億 kw 1,075.29 億 kw 1,780.24 億 kw

　【各号機の状況】

　■廃止措置工事
　　(1･2 号機 )

　■安全性向上対策工事
　　(3 号機 )

　平成 29 年 4 月 19 日
　・原子力規制委員会により廃止措置計画認可
　・廃止措置工事着工
　

　令和 27 年度廃止措置工事完了予定

　平成 28 年 10 月 5 日
　　原子力規制委員会により
　　新規制基準適合審査に係
　　る原子炉設置変更許可
　平成 28 年 11 月 16 日
　　原子力規制委員会により
　　運転延長許可
　平成 29 年 6 月 8 日
　　安全性向上対策工事着工
　令和 2 年 9 月 18 日
　　安全性向上対策工事完了

美浜発電所の概要 ･ 状況
◆位置：美浜町丹生66号 ◆敷地面積：約59万㎡

　(甲子園球場の約15倍 )
◆炉形式：加圧水型軽水炉 (PWR)

( 上段から )
・昭和 36 年当時の丹生地区
  ・1 号機の建設が始まったころの美浜発電所 ( 昭和 43 年 5 月 ) 
    ・3 号機の安全性向上対策工事が完了した現在の美浜発電所 ( 令和 2 年 10 月 )

美
浜
発
電
所
の
営
業
運
転
開
始
か
ら
50
年
を
迎
え
ま
し
た
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原子力と共に歩み半世紀

昭
和
37
年
5
月
14
日

福
井
県 

北
知
事
、
綿
田
町
長
に
原
子
力
発
電
所
設
置
計
画
を
説
明

昭
和
37
年
6
月
27
日

美
浜
町
議
会
、
原
子
力
発
電
所
誘
致
を
決
議

昭
和
41
年
6
月
13
日

関
西
電
力
㈱
、
内
閣
総
理
大
臣
に
1
号
機
の
原
子
炉
設
置
許
可
申
請

昭
和
41
年
7
月
2
日

美
浜
町
議
会
、
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会
設
置

昭
和
41
年
12
月
1
日

内
閣
総
理
大
臣
、
1
号
機
の
原
子
炉
設
置
許
可

昭
和
42
年
4
月
12
日

丹
生
大
橋
完
成

昭
和
42
年
8
月
21
日

1
号
機
、
建
設
工
事
着
工

昭
和
42
年
11
月
18
日

美
浜
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
42
年
11
月
28
日

関
西
電
力
㈱
、
内
閣
総
理
大
臣
に
2
号
機
の
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請

昭
和
43
年
5
月
10
日

内
閣
総
理
大
臣
、
2
号
機
の
原
子
炉
設
置
変
更
許
可

昭
和
43
年
9
月
6
日

皇
太
子
殿
下
、
皇
太
子
妃
殿
下
ご
視
察

昭
和
43
年
12
月
19
日

2
号
機
、
建
設
工
事
着
工

昭
和
45
年
8
月
8
日

1
号
機
、
初
送
電(

大
阪
万
博
会
場
へ
1
万
kW)

昭
和
45
年
11
月
28
日

1
号
機
、
営
業
運
転
開
始

昭
和
46
年
7
月
12
日

関
西
電
力
㈱
、
内
閣
総
理
大
臣
に
3
号
機
の
原
子
炉
設
置
許
可
申
請

昭
和
46
年
8
月
3
日

美
浜
町
及
び
県
と
関
西
電
力
㈱
、
原
子
力
発
電
所
の
設
置
運
転
に
伴
う
周
辺
環
境

放
射
能
の
安
全
確
認
等
に
関
す
る｢

覚
書｣

締
結

昭
和
46
年
12
月
25
日

美
浜
町
、「
美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
設
置
条
例
」
を
制
定

昭
和
47
年
1
月
24
日

昭
和
46
年
8
月
3
日
締
結
の｢

覚
書｣

を
一
部
訂
正
の
上
、｢

協
定
書｣

と
す
る

昭
和
47
年
3
月
13
日

内
閣
総
理
大
臣
、
3
号
機
の
原
子
炉
設
置
許
可

昭
和
47
年
4
月
21
日

2
号
機
、
初
送
電

昭
和
47
年
7
月
25
日

2
号
機
、
営
業
運
転
開
始

昭
和
47
年
7
月
31
日

3
号
機
、
建
設
工
事
着
工

昭
和
51
年
2
月
19
日

3
号
機
、
初
送
電

昭
和
51
年
12
月
1
日

3
号
機
、
営
業
運
転
開
始

昭
和
58
年
7
月
7
日

美
浜
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー(

現
在
の
外
観
に)

改
装
工
事
完
了

昭
和
61
年
10
月
3
日

総
発
電
電
力
量
１
，
０
０
０
億
ｋ
Ｗ
ｈ
達
成

昭
和
63
年
3
月
14
日

1
号
機
、
混
合
酸
化
物(

Ｍ
Ｏ
Ｘ)

燃
料
4
体
装
荷(

実
証
実
験)

平
成
3
年
2
月
9
日

2
号
機
、
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
断
事
故
発
生

平
成
6
年
7
月
7
日

2
号
機
、
蒸
気
発
生
器
取
替
工
事
完
了

平
成
6
年
10
月
13
日

2
号
機
、
営
業
運
転
再
開

平
成
9
年
7
月
16
日

総
発
電
電
力
量
２
，
０
０
０
億
ｋ
Ｗ
ｈ
達
成

平
成
16
年
8
月
9
日

3
号
機
、
2
次
系
配
管
破
損
事
故
発
生

平
成
16
年
9
月
27
日

経
済
産
業
省
か
ら
、
電
気
事
業
法
に
基
づ
く｢

技
術
基
準
適
合
命
令｣

を
適
用
し

た
行
政
処
分

平
成
17
年
3
月
1
日

｢

美
浜
発
電
所
3
号
機
事
故
再
発
防
止
対
策｣

を
国･

県･
町
に
提
出

平
成
17
年
3
月
25
日

｢

美
浜
発
電
所
3
号
機
事
故
再
発
防
止
対
策
の
行
動
計
画｣

を
策
定
、

8
月
9
日
を｢

安
全
の
誓
い｣

の
日
と
定
め
る

平
成
17
年
7
月
25
日

原
子
力
事
業
本
部
を
美
浜
町(

郷
市)

に
移
転

平
成
17
年
9
月
28
日

3
号
機
、
事
故
破
損
箇
所
を
含
め
た
主
復
水
配
管
取
替
工
事
完
了

平
成
17
年
12
月
5
日

3
号
機
、
主
復
水
配
管
に
つ
い
て
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
技
術
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
使
用
停
止
命
令
を
解
除

平
成
18
年
5
月
26
日

県
知
事
及
び
美
浜
町
長
が
3
号
機
の
運
転
再
開
を
了
承

平
成
18
年
12
月
19
日

総
発
電
電
力
量
３
，
０
０
０
億
ｋ
Ｗ
ｈ
達
成

平
成
19
年
2
月
7
日

3
号
機
、
約
2
年
6
カ
月
ぶ
り
に
営
業
運
転
再
開

平
成
23
年
3
月
11
日

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
発
生

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
発
生

平
成
25
年
7
月
8
日

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る
新
規
制
基
準
施
行

平
成
27
年
3
月
17
日

3
号
機
、
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請

平
成
27
年
4
月
27
日

1
・
2
号
機
、
運
転
終
了

平
成
27
年
11
月
26
日

3
号
機
、
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
工
事
計
画
認
可
申
請

〃

3
号
機
、
運
転
延
長
認
可
申
請

平
成
28
年
2
月
12
日

1
・
2
号
機
、
廃
止
措
置
計
画
申
請

平
成
28
年
10
月
5
日

3
号
機
、
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
原
子
炉
設
置
変
更
許
可

平
成
28
年
10
月
26
日

3
号
機
、
新
規
制
基
準
適
合
性
に
係
る
工
事
計
画
認
可

平
成
28
年
11
月
16
日

3
号
機
、
運
転
期
間
延
長
認
可

平
成
29
年
4
月
19
日

1
・
2
号
機
、
廃
止
措
置
計
画
認
可

〃

1
・
2
号
機
、
廃
止
措
置
工
事
着
工

平
成
29
年
6
月
8
日

3
号
機
、
安
全
性
向
上
対
策
工
事
着
工

令
和
2
年
9
月
18
日

3
号
機
、
安
全
性
向
上
対
策
工
事
完
了

令
和
2
年
10
月
16
日

国
か
ら
町
に
、
3
号
機
再
稼
働
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
要
請

令
和
2
年
10
月
31
日

美
浜
発
電
所
3
号
機
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
開
催

美
浜
発
電
所
の
あ
ゆ
み

↑1･2号機建設工事

２

２ １

１３

４

５

６

７

３４５６７

↑丹生大橋　橋りょう工事↑美浜原子力PRセンター完成

↑皇太子殿下、同妃殿下ご視察↑PRセンター改装工事完了

↑1号機送電開始↑2号機の旧蒸気
　発生器を搬出

↑国へ3号機事故の対応 ･対策を要請

９

８10

↑3号機2次系配管破損事故↑ ｢安全の誓い ｣の石碑↑1･2号機廃止措置工事↑国からの3号機再稼働要請

↑3号機安全性向上対策工事 ↑原子力事業本部を美浜町に移転

11

12

13

14

８９1011121314

■ 1･2 号機に関する出来事

■ 3 号機に関する出来事

２
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美
浜
発
電
所
と
共
に
歩
ん
だ｢

原
子
力
と
共
生
す
る
町｣

　

町
で
は
、
原
子
力
発
電
所
を
誘
致
し
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
原
子
力
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
受
け
て
、
原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
が
、
町
で
は
、｢

原
子
力
と
共
生
す
る
町｣

と
し
て
、
常
に
原
子
力
発
電
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
正
し

い
理
解
の
促
進
、
発
電
所
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
の
調
査･

検
証
に
よ
る
住
民
の
安
全･

安
心
の
確
保
、
な
ら
び

に
万
一
の
事
故
に
備
え
た
防
災
体
制
の
整
備
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

｢

原
子
力
と
共
生
す
る
町｣

と
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
町

を
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
内
小
中
学
校
で
は
、
児
童･

生
徒
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
へ
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

日
本
初
と
な
る
小
中
一
貫
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
環
境
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
策
定
し
、
電
気･

自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
体
験
学
習
や
原
子

力
関
連
施
設
の
見
学
等
を
授
業
に

取
り
入
れ
な
が
ら
、
段
階
的･

総

合
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
特
化

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
、
身
近
に
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

特
徴
を
理
解
し
、
日
々
の
暮
ら
し

や
地
球
環
境
に
つ
い
て｢

自
ら
考

え
判
断
す
る
力｣

を
養
う
体
験
型

施
設
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

の
推
進

■
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育

　
　

体
験
館
き
い
ぱ
す(

丹
生)

　

身
近
な
存
在
で
あ
る
原
子
力

発
電
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
原
子
力
発

電
に
関
す
る
情
報
や
発
電
所
の

状
況
等
を
、
分
か
り
や
す
く
紙

面
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
情

報
発
信
し
て
い
ま
す
。

原
子
力
に
関
す
る

　

正
し
い
理
解
の
促
進

　

万
一
の
発
電
所
事
故
に
備
え
、

住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
の
防
災

イ
ン
フ
ラ
や
体
制
の
充
実
・
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

防
災
体
制
の
充
実･

強
化

　

原
子
力
災
害
時
に
お
い
て
避
難
が
必
要

と
な
っ
た
際
に
、直
ち
に
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
の
た
め
に
、一
時
的
に
屋
内
退
避

す
る
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

■
放
射
線
防
護
対
策
施
設
の
整
備

美浜発電所

丹生公民館
( 平成 25 年度 )

竹波原子力防災センター
( 平成 28 年度 )

山東公民館菅浜分館
( 平成 25 年度 )

農村婦人の家
( 令和元年度 )

東小学校体育館
( 平成 28 年度 )

中央小学校体育館
(令和2年度整備予定)

東部診療所
( 平成 26 年度 )

：放射線防護対策施設
  (　) 内は完成年度

きいぱす (平成29年 4月開館 )

↑原子力発電所等の見学会 ↑役場前の電光掲示板

↑町立図書館の原子力コーナー↑ケーブルテレビでの情報発信 ↑紙面での情報発信

建物全体を防護施設として運用 (竹波 )体育館にエアドームを設置 (東小学校 )

屋外の空気を浄化して取り入れるフィルタ装置

原子力災害制圧道路

↑�教員が日本エネルギー環境教育学会全国大会に参加

↑原子力防災のしおり

美浜原子力緊急事態支援センター(久々子)

↑行政チャンネルと戸別受信機 (右下 ) ↑屋外放送設備

↑�学校におけるエネルギー環境教育

↑�エネルギー環境教育
　カリキュラム

原子力と共に歩み半世紀

※ 

こ
れ
ま
で
に
6
か
所
を
整
備
、令
和
2
年
度
中

に
7
か
所
目
を
整
備
予
定

原子力防災訓練の様子

�

●�

防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

︵ 

携
帯
通
信
網
を
活
用
し
た
屋
外

放
送
設
備
、
戸
別
受
信
機
の
更

新
、
防
災
ア
プ
リ
の
導
入
︶

■
防
災
情
報
基
盤
の
強
靭
化

　

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
迅

速
な
初
動
対
応
や
住
民
避
難
活

動
等
を
行
う
た
め
、
県
に
よ
り

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

■
原
子
力
災
害
制
圧
道
路
の
整
備

　

防
災
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、計
画
へ
の
理

解
と
実
効
性
を
深
め
る
た
め
、防
災
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
原
子
力
防
災
体
制
の
整
備

　

全
国
の
原
子
力
発
電
所
等
で

の
災
害
に
備
え
、
多
様
か
つ
高

度
な
災
害
対
応
を
可
能
と
す
る

｢

美
浜
原
子
力
緊
急
事
態
支
援

セ
ン
タ
ー｣

が
電
気
事
業
連
合

会
に
よ
り
久
々
子
地
区
に
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

■ 

原
子
力
緊
急
事
態
支
援
組
織

の
設
立

※ 

平
成
28
年
12
月
本
格
運
用
開
始

※ 

過
去
20
年
で
17
回
実
施

※ 

令
和
2
年
3
月
供
用
開
始

　

(

佐
田
～
竹
波
間 

全
長
５･

１
㎞)

�

●�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

︵ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
伝
送
路
の
光

化
や
多
重
化
︶

※ 

令
和
2
年
度
～
4
年
度
整
備

※ 

令
和
2
年
度
整
備
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原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
町
の
体
制

　

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
国
が
す
べ
て
の
責
任
と
権
限
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
で
も
住
民
の
安
全
と
健
康

を
守
る
立
場
か
ら
、
昭
和
46
年
8
月
に
県

や
事
業
者
と
発
電
所
の
設
置
運
転
に
伴
う

周
辺
環
境
放
射
能
の
安
全
確
認
等
に
関
す

る
覚
書(

昭
和
47
年
1
月
に
一
部
訂
正
の

上
、
安
全
協
定
に
変
更)

を
締
結
し
、
絶

え
ず
住
民
の
安
全･

安
心
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
機
関

や
組
織
を
町
行
政
等
に
設
置
し
て
き
ま
し

た
。
誘
致
当
初
か
ら
現
在
ま
で
の
町
の
原

子
力
発
電
所
に
関
す
る
体
制
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　

原
子
力
発
電
所
が
設
置
さ
れ
る
土
地
や

農
林
水
産
業
に
対
す
る
補
償
問
題
及
び
放

射
能
防
護
対
策
に
つ
い
て
の
調
査･

研
究

や
原
子
力
発
電
所
の
誘
致
促
進
の
た
め
に

必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
し
ま
し
た
。

(

町
議
会
議
員
6
人
及
び
学
識
経
験
者
9

人
で
構
成)

【
原
子
力
発
電
所
誘
致
対
策
委
員
会
】

　

(

昭
和
37
年
7
月
～
昭
和
38
年
7
月)

　

原
子
力
に
関
す
る
調
査･

研
究
と
原
子

力
発
電
所
の
設
置
に
伴
う
全
て
の
対
策
に

つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
し

ま
し
た
。

(

町
議
会
議
員
7
人
及
び
学
識
経
験
者
6

人(

昭
和
46
年
1
月
か
ら
7
人)

で
構
成)

【
原
子
力
委
員
会
】

　

(

昭
和
38
年
7
月
～
昭
和
47
年
3
月)

　

原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
は
、
前

身
組
織
で
あ
る
原
子
力
委
員
会
の
責
務
を

引
き
継
ぐ
形
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
置
の
背
景
に
は
、1
号
機
が
営
業
運

転
を
開
始
し
て
1
年
余
り
が
経
過
し
、2

号
機
の
完
成
を
間
近
に
控
え
、更
に
は
3

号
機
の
増
設
許
可
が
下
り
た
こ
と
等
の
状

況
か
ら
、住
民
の
中
に
温
排
水
の
漁
業
へ
の

影
響
や
放
射
性
物
質
の
管
理
に
対
す
る
不

安
が
増
大
す
る
心
配
等
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
の
中
、原
子
力
発
電
所
に
起

因
し
て
周
辺
環
境
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
を

未
然
に
防
ぎ
、住
民
の
不
安
を
解
消
し
、さ

ら
な
る
安
全
確
保
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
長
か
ら
諮
問
が
な
さ
れ
た
と

き
に
は
、安
全
に
関
す
る
説
明
を
聞
き
な

が
ら
慎
重
に
審
議
を
重
ね
、こ
れ
に
応
え
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
町
議
会
議
員
3
人
、
住
民
代
表

【
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
】

　
(

昭
和
47
年
4
月
～
現
在)

15
人
、
専
門
委
員
2
人
の
計
20
人
で
構
成

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
２
０
６
回
に
も
お
よ

ぶ
会
議(

令
和
2
年
12
月
現
在)

や
現
地
確

認
、
ま
た
、
専
門
的
な
知
識
を
深
め
る
た

め
の
調
査
研
修
等
を
実
施
し
な
が
ら
安
全

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

↑3号機事故に伴う配管取替状況
　を確認 (平成 17年 11月 )

　

町
で
は
、
発
電
所
の
誘
致
と
同
時
に
、

原
子
力
発
電
に
関
す
る
係
を
置
い
て
安
全

対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
3
年

2
月
に
発
生
し
た
2
号
機
の
蒸
気
発
生
器

伝
熱
管
破
断
事
故
を
受
け
、
事
故
や
故
障

時
の
対
応
等
の
安
全
対
策
を
よ
り
強
化
す

る
た
め
、
平
成
4
年
4
月
、
町
企
画
課
内

に｢
原
子
力
対
策
室｣

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

現
在
は｢

防
災･

原
子
力
対
策
室｣

と
し

て
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
内
に
置
か
れ
、国

や
県
の
ほ
か
、関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、住
民
の
安
全
確
保
を
第
一
に
、事
業
者

と
の
安
全
協
定
に
関
す
る
業
務
や
防
災
対

策
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
原
子
力
対
策
室
の
設
置
】

　

(

平
成
4
年
4
月
～
現
在)

　

ま
た
、
町
議
会
で
は
、
原
子
力
発
電
所

の
安
全
性
確
保
を
は
じ
め
、
そ
の
他
、
諸

施
策
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
う
た

め
、
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

(

町
議
会
議
員
7
人
で
構
成)

【
町
議
会
原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会
】

　

(

昭
和
41
年
7
月
～
現
在)

　

全
国
の
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
で

構
成
さ
れ
る｢

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在

市
町
村
協
議
会｣

や
県
内
の
立
地
市
町
で

構
成
さ
れ
る｢

福
井
県
原
子
力
発
電
所
所

在
市
町
協
議
会｣

に
加
盟
し
、
原
子
力
発

電
所
に
関
す
る
調
査
研
究
や
情
報
共
有
の

ほ
か
、
原
子
力
発
電
所
に
起
因
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
国
等
の
関
係
機
関
へ
の
要
請

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
全
国
の
立
地
自
治
体
と
の
連
携
】

美浜町長　戸嶋 秀樹

原子力と共に歩んだ半世紀
　　これからも誇りを胸に
　　　　　　　共生するまちづくりを

大阪万博会場の電光掲示板

↑県協議会による総理大臣への要請
　(令和元年7月 )

　美浜発電所 1号機は、昭和 45 年 7 月 29
日に初臨界に達し、同年 8月 8日には、大阪
で開催された ｢人類の進歩と調和 ｣をテーマと
した日本万国博覧会に｢原子の灯 ｣を届けま
した。あの時、電光掲示板に表示された文字
は、今でも多くの人 の々脳裏に刻まれていると思
います。
　そして、同年 11月 28日に我が国初の加圧

水型軽水炉として営業運転を開始し、これまで国産化技術の礎として多くの技術
者を育てる等、原子力発電技術の発展に貢献し、果たしてきた役割は極めて大き
いと考えております。
　美浜町は、高度経済成長が始まった昭和 37年 5月に、県知事の原子力発電所建
設に向けた協力要請を受け、国策への協力と地域の振興を図るため、地元集落の賛
同をいただき全面的に協力をすることとなりました。原子力発電所の誘致は、農林水産
業が主な産業であった本町にとって未曽有の大プロジェクトでありましたが、誰しもが我
が国の成長に貢献できることを誇りとし、これまで幾多の課題に直面しながらも原子力と
共生するまちづくりを進めることで、地域の発展、町の発展に繋げていくとの気概をもっ
て今日に至っているものと考えております。
　平成 23 年の福島第一原子力発電所事故に伴い、原子力発電を取り巻く状況は大
きく変化しましたが、我が国における原子力発電は、2050 年カーボンニュートラルの実
現を目指すうえでの地球温暖化対策やエネルギー安全保障上の観点からも、安全を
全てに優先させたうえで必要不可欠なエネルギーであると考えております。
　半世紀もの前に将来を見据えて原子力発電所誘致に尽力され、また、多くの課
題に直面しながらも原子力との共生を進め、町の発展にご貢献された多くの先達
に改めて深甚なる敬意を表しますとともに、今後も引き続き、まちづくりの柱の
一つとして安全を最優先に原子力との共生を図っていく所存であります。

原子力と共に歩み半世紀
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福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で

住
民
が
最
も
不
安
に
感
じ
た
こ
と
は
、
ど
の

方
向
に
ど
れ
だ
け
の
距
離
を
逃
げ
れ
ば
よ

い
か
で
あ
る
。こ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
風
向
き
に
応
じ
た
放
射
性
物

質
の
拡
散
予
測
図
を
示
し
て
は
ど
う
か
。

美
浜
発
電
所
の
状
況
に
つ
い
て

　

11
月
27
日
に
、美
浜
発
電
所
と
原
子

力
事
業
本
部
に
お
い
て
、地
震
に
よ
る
発

電
所
の
重
大
事
故
を
想
定
し
た
事
故
制

圧
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
対
応
要
員
が
限
ら
れ
る
休

日
の
時
間
帯
に
美
浜
町
で
震
度
6
弱
の

地
震
が
発
生
し
、
3
号
機
は
自
動
停
止

し
た
も
の
の
、
再
び
発
生
し
た
地
震
に

よ
り
全
交
流
電
源
が
喪
失
し
、
非
常
用

炉
心
冷
却
装
置
に
よ
る
注
水
が
不
能
と

な
り
、
炉
心
損
傷
に
至
る
と
い
う
想
定

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
西
電
力
が
事
故
制
圧
訓
練
を
実
施

　

事
故
発
生
に
伴
い
、関
西
電
力
本
店

(

大
阪
市)

か
ら
森
本
孝
社
長
が
原
子
力

事
業
本
部
に
駆
け
付
け
て
発
電
所
等
へ

対
応
を
指
示
し
ま
し
た
。発
電
所
で
は
、

発
電
所
構
外
か
ら
の
事
故
対
応
要
員
の

参
集
訓
練
や
新
設
さ
れ
た
緊
急
時
対
策

所
で
の
本
部
運
営
訓
練
、原
子
炉
冷
却
の

た
め
タ
ン
ク
に
海
水
を
補
給
す
る
送
水

手
順
の
訓
練
の
ほ
か
、美
浜
原
子
力
緊
急

事
態
支
援
セ
ン
タ
ー(

久
々
子)

と
の
連
携

に
よ
る
遠
隔
ロ
ボ
ッ
ト
の
搬
入･

実
働
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
浜
発
電
所
で
は
、今
回
の
よ
う
な
訓

練
を
定
期
的
に
実
施
し
て
お
り
、安
全
設

備
と
要
員
対
応
能
力
の
両
面
か
ら
安
全

対
策
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

←�海水をタンクに補給する
送水手順の訓練

道路寸断を想定した参集訓練→

↑遠隔ロボットを使用した搬入 ･実働訓練

　

12
月
3
日
に
、戸
嶋
町
長
が
安
全
性

向
上
対
策
工
事
が
完
了
し
た
美
浜
発
電

所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

安
全
性
向
上
対
策
工
事
は
、新
規
制
基

準
へ
の
適
合
や
自
主
的
な
安
全
性
向
上
の

た
め
に
平
成
29
年
6
月
か
ら
着
工
し
、令

和
2
年
9
月
18
日
に
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

視
察
で
は
、高
畠
勇
人
美
浜
発
電
所

長
よ
り
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、発
電

所
構
内
に
入
り
、新
設
さ
れ
た
標
高
32

ｍ
の
構
台
か
ら
工
事
の
全
体
概
要
を
確

認
し
、耐
震
補
強
さ
れ
た
使
用
済
燃
料

プ
ー
ル
や
原
子
炉
格
納
容
器
、格
納
容

器
内
の
安
全
対
策
、最
新
の
デ
ジ
タ
ル
式

に
更
新
さ
れ
た
中
央
制
御
室
等
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
、構
内
で
実
施
さ
れ
た
事

故
対
応
訓
練
を
視
察
し
、発
電
所
の
安
全

性
向
上
対
策
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

戸
嶋
町
長
が
美
浜
発
電
所
を
視
察

↑緊急時対策所での訓練を確認

↑デジタル式に更新された中央制御室を確認 ↑原子炉格納容器内の安全対策設備を確認 ↑補強された原子炉格納容器を確認

　

11
月
17
日
に
、
第
２
０
６
回
美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会(

臨
時
会)

を
町
役

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、

内
閣
府
か
ら
美
浜
地
域
に
お
け
る
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
美
浜

発
電
所
3
号
機
の
再
稼
働
に
関
す
る
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
や
意
見
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

(

経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁)

　
　
　

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
に
よ
っ
て

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
増
え
る
が
、
こ
れ
を
将

来
的
に
ど
う
す
る
の
か
。

問答

使
用
済
燃
料
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
減
容
化
等
の
た
め
に
再
処
理

を
行
う
。
再
処
理
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
る
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
資
源
の
有
効
利
用
や
余

剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
た
な
い
と
い
う
軍
事

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に

よ
り
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

美
浜
地
域
に
お
け
る
原
子
力
防
災
に

つ
い
て(

内
閣
府)

問

　
　
　

放
射
性
物
質
の
拡
散
は
気
象
条
件

に
よ
り
大
き
く
異
な
る
た
め
、
予
測
図
の

作
成
が
困
難
で
あ
る
。

　

現
状
の
避
難
等
に
係
る
考
え
方
と
し
て

は
、
発
電
所
の
状
況
や
放
射
線
量
の
測
定

結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
避
難
あ

る
い
は
一
時
移
転
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

答

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
国
の
動
向

を
は
じ
め
、
発
電
所
の
安
全
対
策
や
廃

止
措
置
作
業
等
、
原
子
力
発
電
を
取
り

巻
く
課
題
等
に
つ
い
て
適
宜
確
認
し
て

い
き
ま
す
。

軽水炉

MOX燃料工場 再処理工場再処理工場

ウラン燃料

使用済燃料ＭＯＸ燃料

回収ウラン･プルトニウム

ウ
ラ
ン

■プルサーマルの仕組み

美
浜
発
電
所
3
号
機
の
再
稼
働
に
関
す

る
協
議

(

町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会)

　
　
　

美
浜
発
電
所
3
号
機
は
、
原
子
力

規
制
委
員
会
の
審
査
を
は
じ
め
と
す
る
新

規
制
基
準
に
適
合
し
た
発
電
所
で
あ
り
、

再
稼
働
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

意
見

　
　
　

美
浜
町
は
、
50
年
前
か
ら
原
子
力

と
共
生
す
る
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
歴

史
が
あ
る
の
で
、
再
稼
働
に
協
力
し
て
い

く
以
外
に
な
い
の
で
は
な
い
か
。

意
見

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
現
地
視
察
等
を
通
じ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
性
向
上
対
策
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
出
来
た
の
で
、

稼
働
し
て
も
良
い
と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
十
分
気

を
付
け
て
も
ら
い
た
い
。

意
見

　
　
　

も
ち
ろ
ん
、
事
故
が
あ
っ
て
は
い

け
な
い
が
、
地
元
経
済
の
た
め
に
は
ぜ
ひ

再
稼
働
し
て
い
た
だ
き
、
経
済
活
動
が
豊

か
に
な
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。

意
見

　
　
　

県
知
事
が
求
め
る
使
用
済
燃
料
中

間
貯
蔵
施
設
の
県
外
立
地
に
つ
い
て
、
関

西
電
力
が
ど
う
い
っ
た
回
答
を
す
る
か
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
。

意
見

↑美浜発電所3号機の再稼働について意見を述べる委員

　

し
っ
か
り
と
理
解
活
動
を
行
い
な
が

ら
、
全
国
の
で
き
る
だ
け
多
く
の
発
電
所

で
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

極
め
て
大
き
な
政
策
課
題
で
あ
る
。

↑内閣府からの説明を聞く委員

第
２
０
６
回
美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会(

臨
時
会)

を
開
催
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｢

地
域
＂
あ
い
あ
い
＂
ほ
っ
と
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ｣

を
開
催
し
、１
０
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
11
年
度
か
ら
町
民

対
話
を
毎
年
開
催
し
、
町
長
と
の
意

見
交
換
を
通
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に

町
政
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
伺
っ
た
意

見
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
対
話
で
は
、
町
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

及
び
防
災
行
政
無
線
施
設
の
更
新
、

Ｊ
Ｒ
美
浜
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン

整
備
等
、
町
の
主
要
な
施
策
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
参
加
者
か

ら
の
質
問
や
意
見
に
対
し
て
町
長
や

担
当
課
長
等
が
回
答
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
対
話
の
中
で
い
た

だ
い
た
質
問
や
意
見
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

11

　
　

建
物
だ
け
で
な
く
、
中
身
を
い
か

に
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
か
を
十
分
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
　

今
回
整
備
す
る
道
の
駅
は
、
国

道
沿
い
に
あ
る
一
般
的
な
道
の
駅
と

違
い
、
国
道
の
往
来
者
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
方
に
日
常
的
に
使
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
休
憩
や
買
い
物
の
ほ
か
、
バ
ス

や
電
車
の
待
ち
時
間
等
に
気
軽
に
立

ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
場
所
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 問
　

 

地
域
づ
く
り
拠
点
化
施
設(

道
の
駅)

に
つ
い
て↑道の駅 ｢はまびより ｣イメージ図

地
域
〝
あ
い
あ
い
〞

  
ほ
っ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

日　時 会　場 集　落 人　数

11月13日(金) 生涯学習センターなびあす
河原市、南市、和田、木野、佐柿、麻生
中寺、宮代、小三ケ、新庄、野口、佐野
上野、興道寺、雲谷、小倉、栄

39人

18日(水) 美浜東小学校
坂尻、山上、太田、佐田、北田
菅浜、竹波、丹生、けやき台

39人

20日(金) 県立三方青年の家�艇庫
早瀬、笹田、日向、気山、大薮、金山
久保、郷市、松原、久々子、矢筈

26人

　
　

先
日
、
国
吉
城
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ｢

麒
麟
が
く
る｣

で
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
に
お
い
て
も
、
国
吉
城
を

は
じ
め
と
し
た
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　

20
年
間
、
国
吉
城
の
調
査
を
行

い
な
が
ら
史
実
を
解
明
し
、
国
吉
城

を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
こ
と
が
、
今
回
の

大
河
ド
ラ
マ
で
の
登
場
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
誘

客
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

道
の
駅
に
は
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
の
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
型
ビ

ジ
ョ
ン
を
活
用
し
て
、
町
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
等
を
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い

け
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

答 問

　
　

農
業
人
材
育
成
拠
点
施
設
は
、
ど

う
い
っ
た
体
制
で
運
用
さ
れ
ま
す
か
。

　
　

多
様
な
農
業
人
材
を
育
成･

確
保

し
て
い
く
た
め
、
常
時
、
指
導
員
2
名

を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
篤
農
家
と
い

わ
れ
る
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
収
益
性
の
高
い
稼
げ
る

農
業
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 問
　

 
農
業
人
材
育
成
拠
点
施
設
に
つ
い
て

　
　

産
業
祭
等
の
町
の
イ
ベ
ン
ト
を
道

の
駅
で
実
施
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　

今
回
整
備
す
る
道
の
駅
に
は
、

軒
下
空
間
に
出
店
で
き
る
よ
う
な｢

え

ん
が
わ
テ
ラ
ス｣

や
屋
根
付
き
の
イ
ベ

ン
ト
広
場｢

み
は
ま
プ
ラ
ザ｣

等
を
設

け
ま
す
。

　

産
業
祭
を
は
じ
め
と
し
た
町
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
実
施
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
生

か
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
場
所
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 問

月
13
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、

町
内
3
会
場
で
町
民
対
話

地域“あいあい”ほっとミーティング

　
　

道
の
駅
の
整
備
と
併
せ
て
、
美
浜

駅
舎
の
改
築
は
行
わ
な
い
の
で
す
か
。

　
　

こ
の
道
の
駅
は
、
全
国
的
に
も
珍

し
く
鉄
道
駅
と
併
設
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
を
訪
れ
た
方
の
観
光
の
発
着
点

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

美
浜
駅
も
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

最
低
限
の
費
用
投
入
に
よ
っ
て
、
使
い

や
す
く
道
の
駅
と
連
携
し
て
機
能
で
き

る
よ
う
な
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

答 問

　
　

美
浜
駅
と
の
連
携
に
つ
い
て
、駅
が

動
い
て
い
る
時
間
は
、道
の
駅
も
営
業
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　
　

道
の
駅
は
、国
が
整
備
す
る
ト
イ
レ

や
交
通
情
報
、観
光
案
内
と
い
っ
た
機
能

を
備
え
た
休
憩
施
設
と
町
が
整
備
す
る

直
売
所
や
飲
食
店
等
の
機
能
を
備
え
た

拠
点
化
施
設
の
2
つ
か
ら
な
り
ま
す
。

　

国
が
整
備
す
る
ト
イ
レ
や
休
憩
施
設

に
つ
い
て
は
、24
時
間
利
用
で
き
ま
す
。

答 問

　

物
を
売
る
だ
け
、
食
べ
る
だ
け
の
施
設

で
は
な
く
、
観
光
農
園
等
の
周
辺
施
設
と

連
携
し
て
相
乗
的
に
人
を
集
め
る｢

に
ぎ

わ
い
の
拠
点｣

と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

営農類型 研修内容

園芸
果樹  ・知識習得研修 ( 技術力、経営力、販売力 )

 ・栽培実施研修

 ・販売研修

 ・機械操作研修

 ・地域 ( 集落 ･ 担い手 ) コミュニケーション研修

野菜

複合
園芸

水稲

水稲

農業人材育成拠点施設での研修内容について
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久
々
子
湖
周
辺
で
の
水
上
バ
イ
ク

等
に
よ
る
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
、
何
ら

か
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

基
本
的
に
、
湖
や
海
水
浴
場
等

は
、
だ
れ
で
も
使
っ
て
よ
い
と
い
う
性

格
の
場
所
で
す
。
そ
の
た
め
、
水
上
バ

イ
ク
等
の
使
用
を
町
が
禁
止
す
る
と

い
っ
た
対
応
が
難
し
い
状
態
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、県
と
相
談
を
し
な
が

ら
利
用
に
あ
た
っ
て
の
ル
ー
ル
作
り
等

を
行
い
、皆
さ
ん
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
中
に
は
、
湖
か
ら
水

上
バ
イ
ク
を
降
ろ
せ
な
く
す
る
た
め
の

柵
の
設
置
を
行
う
予
定
で
す
。

答 問
　

 

水
上
バ
イ
ク
対
策
に
つ
い
て

　
　

集
落
の
人
口
減
少
に
伴
い
、役
員
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

役
員
負
担
軽
減
の
た
め
、集
落
が
必
要

と
考
え
る
委
員
の
み
を
選
出
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

集
落
に
よ
っ
て
、人
口
減
少
に
よ
り

役
員
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

声
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

町
か
ら
依
頼
す
る
委
員
に
つ
い
て

は
、
集
約
可
能
な
も
の
を
集
約
す
る
等

の
方
法
に
よ
り
役
員
負
担
の
軽
減
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答 問
　

 

集
落
の
役
員
負
担
に
つ
い
て

■ご意見 ･ご要望をお聞かせください !!
　町では、皆さまの町政に対するご意見やご要望を、下記のとおり随時受け付けています。
　ぜひ、お気軽にご活用ください。

･町役場1階町民プラザ
･生涯学習センターなびあす
･総合体育館
･保健福祉センターはあとぴあ�
･東部診療所、丹生診療所

ホームページのお問い合わせフォームから

ご利用ください。

　
　

美
浜
発
電
所
で
万
一
の
事
故
が

起
き
た
際
、
美
浜
町
の
避
難
先
は
大

野
市
と
お
お
い
町
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
計
画
で
十
分
と
言
え
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

放
射
性
物
質
が
環
境
中
に
放
出
さ

れ
た
場
合
、各
所
に
設
置
し
て
い
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
等
で
放
射
線
量
を
測

定
し
、そ
の
値
を
見
な
が
ら
必
要
に
応

じ
て
、
随
時
、
国
が
避
難
場
所
を
指
定

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
及
び
お
お
い
町
に
つ
い
て

は
、
町
の
広
域
避
難
計
画
で
の
第
1

の
避
難
先
候
補
と
し
て
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
万
一
、
両
市
町
で
の
受
け

入
れ
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

国
が
代
替
の
避
難
先
を
確
保
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答 問
　

 

原
子
力
政
策
に
つ
い
て

↑久々子湖の湖岸沿い (笹田側 )の様子

　
　

保
育
士
へ
の
就
職
を
敬
遠
す
る

人
が
増
え
、
保
育
士
の
数
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
新
聞
記
事

を
見
ま
し
た
。
保
育
士
へ
の
負
荷

等
、
美
浜
町
の
保
育
体
制
は
問
題
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

町
で
は
、地
域
愛
を
育
む
充
実
し
た

保
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、正
規
職
員

に
加
え
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

の
保
育
士
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

実
態
と
し
て
、共
働
き
世
帯
の
増
加

等
に
よ
り
低
年
齢
児
の
入
園
が
増
加
傾

向
に
あ
る
中
で
、保
育
士
一
人
ひ
と
り
の

業
務
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
、

現
場
の
声
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
な
が

ら
、よ
り
良
い
職
場
環
境
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答 問
　

 

保
育
士
の
職
場
環
境
に
つ
い
て

地域“あいあい”ほっとミーティング

【美し･ふるさとご意見箱】 【美し･ふるさとご意見メール】 町ホームページ
QR コード

※お問い合わせ先　町まちづくり推進課　☎32‐6701

　
　

導
入
予
定
の
防
災
ア
プ
リ
を
使
っ

て｢

自
治
会
か
ら
の
お
知
ら
せ｣

が
で
き

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
お
知
ら
せ
す
る
の
で
す
か
。

　
　

町
が
導
入
予
定
の
防
災
ア
プ
リ
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

こ
と
で
、お
知
ら
せ
を
受
け
取
る
こ
と
が

答 問
　

 

防
災
ア
プ
リ
に
つ
い
て

　
　

Ｍ
Ｍ
ネ
ッ
ト
の
新
し
い
料
金
プ
ラ

ン
で
は
、
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
有
料
に

な
る
の
で
す
か
。

　
　

現
在
、Ｍ
Ｍ
ネ
ッ
ト
が
提
供
し
て
い

る
料
金
プ
ラ
ン
で
は
、行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
無
料
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
料
金
プ
ラ
ン
で
は
、

無
料
プ
ラ
ン
が
無
く
な
り
、
有
料
プ

ラ
ン
に
加
入
し
て
い
た
だ
か
な
い
と

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

答 問
　

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

　
　

国
の
方
針
で
は
、
２
０
３
０
年

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る

原
子
力
発
電
の
比
率
で
20
～
22
％
を

目
指
す
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

発
電
所
の
運
転
期
間
を
延
長
し
て
60

年
に
な
り
ま
す
が
、
新
増
設
の
話
は

な
く
、
ま
た
、
新
し
く
作
る
に
し
て

も
計
画
か
ら
立
ち
上
げ
ま
で
10
年
で

は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

国
は
、
原
子
力
は｢

安
全
性
の
確

保
を
大
前
提
に
、
安
定
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
確
保
す
る
た
め
に
重
要
な
電
源

で
あ
る｣

と
し
て
お
り
、
町
と
し
て
も

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
国
に
対
し
て
、
２
０
５
０
年

以
降
も
見
据
え
た
新
増
設
や
リ
プ
レ
ー

ス
を
含
む
原
子
力
の
具
体
的
な
方
針
を

示
し
、
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に

盛
り
込
む
よ
う
要
望
し
て
お
り
、
引
き

続
き
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

問

　
　

使
用
済
み
燃
料
の
中
間
貯
蔵
施

設
に
つ
い
て
、
関
西
電
力
は
県
外
を

対
象
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
が
、
早

く
受
け
入
れ
先
を
決
め
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　
　

関
西
電
力
は
、
使
用
済
み
燃
料

の
対
策
と
な
る
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ

い
て
、
福
井
県
と
の
間
で
県
外
設
置

を
約
束
し
、
２
０
２
０
年
中
の
計
画

地
点
の
確
定
に
向
け
努
力
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
そ

の
取
り
組
み
を
注
視
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

答 問

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
国
が
示
す
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
が
出
来
な

く
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
国
が
新

増
設
や
リ
プ
レ
ー
ス
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
示
す
よ
う

要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

各
集
落
に
配
布
す
る
専
用
の
端
末
か

ら
情
報
を
入
力
す
る
と
、各
家
庭
の
戸

別
受
信
機
か
ら
機
械
音
声
に
変
換
し
て

放
送
さ
れ
、同
じ
情
報
が
防
災
ア
プ
リ
に

も
文
字
で
表
示
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　

な
お
、区
長
及
び
自
治
会
長
の
皆
さ
ま

に
向
け
た
専
用
端
末
の
操
作
説
明
は
、

あ
ら
た
め
て
実
施
し
ま
す
。

↑防災アプリ (イメージ図 )

現在の料金プラン

テレビ

お知らせ　　　　無料

デジタル大関　　1,300 円

デジタル横綱　　2,300 円

インターネット

エコノミー (1M) 2,300 円

スーパー MM(50M)

　　　　　　　　3,000 円

新料金プラン

ファミリー ( 地上波プラン )
                       1,500 円
ライト (BS プラン )
                    　1,800 円
デラックス (CS プラン )
                       2,300 円

光 20M　　　　 2,900 円

光 200M　　　  3,500 円

光 1G               3,800 円

※テレビ契約ありの場合

MM ネット料金プランの主な変更点
　

有
料
プ
ラ
ン
を
希
望
し
な
い
方
に
つ

い
て
は
、個
別
に
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。現
在
、ア

ン
テ
ナ
設
置
経
費
へ
の
補
助
制
度
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
の
で
、制
度
が
決
ま

り
次
第
、あ
ら
た
め
て
周
知
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

町
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

国が目指す 10 年後の電源構成
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お
か
げ
さ
ま
で
６
０
０
号
を
発
行
!!

　

昭
和
29
年
4
月
か
ら
発
行
を
開

始
し
た
町
の
広
報
紙｢

広
報
み
は

ま｣

は
、今
月
号
で
６
０
０
号
と
な

り
ま
し
た
。

　

広
報
紙
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
取
材
協
力

や
情
報
提
供
等
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
無
事
６
０
０
号
発
行

を
迎
え
ら
れ
た
の
も
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
今
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
等
を
活
用
す
る
こ
と

で
、誰
も
が
知
り
た
い
情
報
を
得

ら
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
み
は
ま
で
は
、
そ
う
し
た

媒
体
で
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
地

域
に
根
差
し
た
情
報
や
身
近
な
話

題
等
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
広
報
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き｢

広
報
み
は
ま
1
号｣

は
、
昭
和
29
年
4
月
10
日
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
1
号
発
行
の
2
か
月
前
に
美
浜

町
が
誕
生
し
て
お
り
、
紙
面
に
は
、

綿
田
捨
三
初
代
町
長
に
よ
る
就
任
の

辞
や
第
1
回
町
議
会
の
議
決
事
項
、

町
制
実
施
祝
賀
祭
の
内
容
等
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
広
報
は
年
間
発
行
回
数
が

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
毎
月
1
回
発
行

と
な
っ
た
の
は
第
56
号(

昭
和
47
年

12
月
発
行)

か
ら
で
す
。

記
念
す
べ
き
第
1
号

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
32
‐
６
７
０
１

第
６
０
０
号
発
行
に
あ
た
り

広
報
み
は
ま
の
変
遷

第100号(昭和52年1月25日発行)
B4サイズの白黒印刷でシンプルな
構成になっています。第100号の
紙面は4ページでした。

第200号(昭和62年7月1日発行)
現在の広報みはまの原型ともいえる
さまざまな企画やコーナーが設け
られています。

第300号(平成8年1月1日発行)
表紙や裏表紙が2色刷りになり、タ
イトル図案も少しずつ変わってい
るのが分かります。

第400号(平成16年4月23日発行)
表紙全面に写真を使うようになり、
迫力ある表紙になっています。

第500号(平成24年8月23日発行)
表紙や裏表紙、主要ページ等がカ
ラー印刷になっています。

第600号(令和3年1月1日発行)
皆さんのおかげで、無事600号を
発行することができました。

｢ みはま応援クルー ｣
登録制度が始まりました！

　町では、12月1日から、人口減少対策の一つとして｢みはま応援クルー｣登録制度を開始しました。

この制度は、町外在住の方の力をお借りして、町の困りごとに携わっていただくことで、人口減少により発生

している町や集落等の困りごとを解決していこうという取り組みです。

みはま応援クルーとは

　みはま応援クルーとは、町が公認登録する
「町外に住みながらも本町を愛し、応援してく
ださる方｣のことです。
　まちづくりのパートナーとして、町民とともに町
や集落の困りごと解決に参加していただきます。

応援ミッションとは

　ボランティアやアイデア募集、ふるさと納税
等、応援クルーに応援していただきたい町の困
りごとや魅力向上につながる取り組みです。
　応援クルー自身が、参加したいと思うミッ
ションを選択して応援いただくものです。

応援クルーの登録要件

○美浜町外に在住する方であること
○美浜町を愛していただくこと
○�美浜町への｢応援ミッション｣に積極的に関わる
意思を有すること

応援ミッションの一例

○美しい浜を守るプロジェクト
○祭り応援プロジェクト
○�国吉城跡の環境整備、ボランティアガイド育成
○地域の活動を応援するクラウドファンディング

※4月より募集予定

応援クルー制度イメージ

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

2月公開予定の応
援サイトで｢応援
ミッション｣を閲覧

応援ミッションへ
の参加申し込み

主催者から日程等
の詳細を連絡

応援ミッションに
参加

応援クルー 町 ･ 集落

cheer
cheer cheer

cheer
cheer cheer

cheer
cheer cheer

cheer

cheer
cheer

・ボランティア
・アイデア
・ふるさと納税 等
          による支援

・ 応援ミッションの
　提案や選定
・応援クルーの受け
　入れ

①�応援サイトを閲覧。
　�自分に合った応援ミッ
ションを選択

②�参加者募集ページから
申し込み手続き

③�日程等の詳細をご連絡

④�応援ミッションに参加

⑤�特典付与、結果報告

※お問い合わせ先　町まちづくり推進課　(担当･浜野)�　☎32‐6701

応援サイト ｢Cheerup↑ Mihama｣

　町では、応援サイト｢Cheerup↑�Mihama(チア
アップ!みはま)｣を2月に公開予定です。
　応援クルーへの登録や応援ミッションの募集、
町のありのままの素材に着目した情報記事等を掲
載していく予定です。

町民の皆さまへのお願い

　この制度は、行政と町民の方、町外の方が協力し
てさまざまな課題を解決していく取り組みです。
　町民の皆さまには、この取り組みにご理解とご
協力をいただくとともに、町外在住のご家族や友人
に応援クルー登録制度をお知らせください。
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住
民
税
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
は

　
　
　
　
　
　2
月
16
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

敦
賀
税
務
署　

☎
22
︲
１
０
１
０

　

町
税
務
課(

担
当･

田
辺)

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
０
２

●
会
場　

敦
賀
税
務
署 

4
階

(
敦
賀
市
鉄
輪
町
1
︲
7
︲
3)

｢

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー｣

、

｢

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー｣

を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー｣

で
は
、税
に
関
す
る
身
近
な
情
報
を

■
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

■
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

※ 

会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、午
後
4
時
前
で

あ
っ
て
も
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○�国税に関する

　一般的な質問

敦賀税務署の代表電話

(22‐1010)に電話し、

自動音声案内に従い『1』

を選択してください。

敦賀税務署の代表電話

(22‐1010)に電話し、

自動音声案内に従い『0』

を選択してください。

○�確定申告に関する質問･相談

　｢確定申告コールセンター｣

　(1月14日～3月15日)

国税庁ホームページへアクセスステップ①

確定申告書の作成･送信は
国税庁ホームページから!!

検 索確定申告

●
時
間　

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

■
延
長
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

●
会
場

●
時
間

午
前
9
時
か
ら
11
時
ま
で

午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で　

役
場 

町
民
プ
ラ
ザ

※
午
後
7
時
30
分
ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
時
間

午
後
5
時
30
分
か
ら
8
時
ま
で

●
日
程

2
月
18
日(

木)

、
26
日(

金)

3
月
4
日(

木)

、
9
日(

火)

※  

住
民
税
申
告
の
受
け
付
け
に
限
り
ま
す
。

　

(

確
定
申
告
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん)

◎
住
民
税
申
告

ステップ②

ステップ③

申告書を作成

e-Taxで送信して提出

印刷して郵送等で税務署へ提出すること
もできます。
ぜひ、ご活用ください。

QRコード

　

申
告
受
け
付
け
の
時
間
内
に
お
越
し
い

た
だ
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
延
長
受

け
付
け
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①24時間いつでも利用可能です。

②税務署に行く必要がありません。

③ 自動計算されるので、計算間違い
　がありません。

④ データを保存すれば、いつでも作業
　を再開できます。

⑤ 保存したデータは翌年以降も利用
　できます。

メリット

　

今
回
の
申
告
受
け
付
け
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と

し
て
、
地
区
ご
と
に
受
付
日
を
割
り
当

て
、｢

地
区
別
受
け
付
け｣

を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※ 

来
場
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
体
調
が
優
れ
な
い
方
は

来
場
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※ 

受
付
体
制
は
、
急
き
ょ
変
更
す
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
地
区
別
受
け
付
け
に
つ
い
て

　

地
区
別
受
け
付
け
の
詳
細
は
、
広
報
み

は
ま
2
月
号
や
町
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
所
得
税
の
確
定
申
告

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
ぜひ、ご活用ください。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の｢

確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー｣

で
は
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
税

額
等
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
、
贈
与
税

の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
等
が
作

成
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
等
を
作
成
し
た
後
は
、
同
コ
ー

ナ
ー
か
ら
そ
の
ま
ま｢

e
︲
T
a
x｣

を
利

用
し
て
税
務
署
に
送
信
で
き
る
ほ
か
、
自

宅
の
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
し
て
郵
送
等
で
税

務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン･

ス
マ
ホ
か
ら

確
定
申
告
が
で
き
ま
す

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

海
洋
大
学
と
と
も
に
開
発･

建
造

を
進
め
て
き
た
電
池
推
進
実
証
船

が
昨
年
11
月
に
完
成
し
、同
月
か

ら
年
末
に
か
け
、三
方
五
湖
に
お
い

て
、安
全
性
や
耐
久
性
、性
能
等
の

実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
船
は
、｢

自
然
と
共
生
す

る
未
来
創
造
船｣

を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
や
将
来
的
な
湖
上
モ

ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
活
用
を
見
据

え
た
遠
隔
操
船･

自
立
運
転
が
可

能
な
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
証
船
は
、
全
長
18
ｍ
、
幅

3･

8
ｍ(

最
大
3･

94
ｍ)

と
な
っ
て

お
り
、前
方
の
客
室
は
40
人
が
乗

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
向

け
、国
立
大
学
法
人
東
京

↑�久々子湖で実証実験を行う電池推進実証船

電池推進実証船の実証実験を実施
三方五湖遊覧船の運航再開に向けて

■ お問い合わせ先
　町産業振興課
　(担当･浅妻知明)
　　　☎32‐6706

イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
進
出
に
関
す

る
協
定｣

を
締
結
し
ま
し
た
。同
社

は
、東
京
都
に
本
社
を
置
く
土
木･

建
築･

産
業
関
連
機
械
の
レ
ン
タ
ル

等
を
行
う
会
社
で
、同
産
業
団
地

に
進
出
す
る
4
社
目
の
企
業
と
な

り
ま
す
。

　

同
産
業
団
地
に
は
、
発
電
所
等

で
使
用
す
る
資
機
材
の
レ
ン
タ
ル

や
修
理
等
を
行
う
機
械
セ
ン
タ
ー

を
令
和
3
年
10
月
頃
に
開
所
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、戸
嶋
町
長
が｢

若

狭
美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
の
地

12
月
10
日
に
、㈱
レ
ン
タ
ル
の

ニ
ッ
ケ
ン
と｢

若
狭
美
浜

株式会社レンタルのニッケンと
｢若狭美浜インター産業団地進出に関する協定｣を締結

の
利
を
生
か
し
、美
浜
町
を
拠
点

と
し
て
、さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、美
浜
町

の
一
員
と
し
て
、地
域
の
活
動
等
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

れ
ば｣

と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、㈱
レ
ン
タ
ル
の
ニ
ッ
ケ
ン
の

飯
野
真
也
中
部
支
社
長
は｢
こ
の
機

械
セ
ン
タ
ー
で
、お
客
様
の
困
り
ご

と
を
解
決
し
、町
の
発
展
に
寄
与
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
企
業
の
進
出
や
新
た

な
事
業
展
開
、
連
携
強
化
等
を
推

進
す
る
た
め
、
今
後
も
積
極
的
な

企
業
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す
。↑�協定書を交わした戸嶋町長(左)と飯野中部支社長(右)

↑�協定書に調印する戸嶋町長

■ お問い合わせ先
　町観光戦略課
　(担当･武田定幸)
　　　☎32‐6705

船
で
き
る
仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、後
方
に
は
屋
外
デ
ッ
キ
が
設

け
て
あ
り
、風
を
受
け
な
が
ら
三

方
五
湖
の
雄
大
な
自
然
景
観
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、年
内
に
実
施
し
た
実

証
試
験
の
デ
ー
タ
を
基
に
、今
後
、

各
種
デ
ー
タ
の
検
証
や
運
行
計
画

の
策
定
等
を
行
う
と
と
も
に
、運

営
母
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、魅

力
あ
る
運
航
コ
ー
ス
の
具
現
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

←�船体後部に搭載されている
　リチウムイオン2次電池
　(240個)

40人が乗船可能な客室→

(実証船のため、座席等の

�内装は今後整備予定)



美浜町 緑のふるさと協力隊・地域おこし協力隊

わたしの美浜体験記
　美浜に移住した ｢緑のふるさと協力隊 ｣や ｢地域おこし協力隊 ｣の隊員が、美浜での活動記
録や体験から感じたこと等について紹介します。
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環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
134

　エコドライブは、誰でも今すぐ始められる環境保全活動です。

　エコドライブ普及連絡会では、地球温暖化防止につなげる

運転技術や心がけを身に付けてもらおうと ｢エコドライブ10

のすすめ ｣を策定しています。

　今月号では ｢エコドライブ10のすすめ ｣を紹介します。

STOP 地球温暖化！

エコドライブ10のすすめ

エコドライブ 10 のすすめ

第
5
回

　

私
は
現
在
、
新
庄
の
田
代
地
区
に
住
ん

で
い
ま
す
。
な
ぜ
冒
頭
か
ら
私
の
居
住
地

を
公
開
し
た
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
場
所

で
取
り
組
み
た
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
で

す
。
そ
れ
は
、
美
浜
の
さ
ま
ざ
ま
な
食

材
を
使
っ
て｢

な
ん
ち
ゃ
っ
て
小
料
理
屋

(

仮)｣

を
開
く
こ
と
で
す
。

　

｢

な
ん
ち
ゃ
っ
て
小
料
理
屋(

仮)｣

は
、

私
が
作
っ
た
料
理
を
美
浜
町
の
皆
さ
ん
に

ふ
る
ま
う
代
わ
り
に
、
面
白
い
話
や
お
す

そ
分
け
等
を
頂
く
物
々
交
換
ス
タ
イ
ル
を

考
え
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

も
あ
り
、
ま
だ
実
施
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
状
況
が
落
ち
着
き
次
第
す
ぐ
に
で

も
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

美浜の食材を活用して
「なんちゃって小料理屋 (仮 )｣ を！

1. 自分の燃費を把握しよう
　日々の燃費を把握すると、自分のエコドライブ効果

が実感できます。車に装備されている燃費計やエコド

ライブナビゲーション、インターネットでの燃費管理

等、エコドライブ支援機能を使うと便利です。

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当･山口)　☎32‐6703

【今月の執筆者】

柏
かしわ

 京
きょうすけ

佑 隊員
新庄でジビエを加工して
います。イノシシ肉の脂
が大好きです！

地域おこし協力隊

ん
で
か
ら
、お
米
や
野
菜
等
、さ
ま
ざ
ま
な

食
材
に
出
会
い
、そ
の
お
い
し
さ
に
感
動
し

て
き
ま
し
た
。

　

私
が
な
り
わ
い
に
し
て
い
る
ジ
ビ
エ
も

そ
の
一
つ
で
す
。
シ
カ
肉
は
あ
っ
さ
り
し

た
赤
身
な
が
ら
も
、
う
ま
み
が
凝
縮
さ
れ

て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
獣
臭

さ
も
感
じ
ず
、
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
や
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
、
シ
チ
ュ
ー
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
料
理
を
お
い
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、イ
ノ
シ
シ
肉
も
絶
品
で
、脂
身
は
み
そ

と
の
相
性
が
抜
群
で
す
。ぼ
た
ん
鍋
や
蜂

蜜
漬
け
を
七
輪
で
焼
い
て
食
べ
た
と
き
の

柔
ら
か
さ
と
お
い
し
さ
に
は
、目
が
細
く

な
る
ほ
ど
感
激
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
食
材
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
水
に
も
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
日
本
各
地
を
巡
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ほ
ど
身
近
な
場
所
に
お
い
し
い
水
が
あ
る

場
所
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

2. ふんわりアクセル ｢e スタート ｣
　普通の発進より少し緩やかに発進する (最初の 5秒

で時速20㎞が目安 )だけで燃費が改善します。

　やさしいアクセル操作は、安全運転にもつながります。

3. 車間距離にゆとりをもって、加速 ･ 減速
　 の少ない運転
　一定の速度で走ることが燃費向上につながります。

車間距離が短いと、前を走る車の速度変化の影響を受

けて自車の加減速が増えてしまい、燃費が悪化してし

まいます。

4. 減速時は早めにアクセルを離そう
　停止する際は、早めにアクセルから足を離しましょ

う。エンジンブレーキが作動して燃費が改善します。

　また、減速するときや坂道を下るときにもエンジン

ブレーキを活用しましょう。

5. エアコンの使用は適切に
　車のエアコン (Ａ / Ｃ）は、車内を冷却 ･除湿する

機能です。暖房のみが必要なときは、エアコンスイッ

チをOFFにしましょう。

6. ムダなアイドリングはやめよう
　10分間のアイドリングで、約 130cc の燃料を消

費します。最近の車は、－20度の寒冷地等でない限り、

暖機運転は不要であるため、エンジンをかけたらすぐ

に出発しましょう。

7. 渋滞を避け、余裕をもって出発しよう
　道路交通情報や地図、カーナビ等で、出発前に行き

先やルートを確認しておくことが重要です。

　また、出発後も道路交通情報をチェックし、渋滞を

避けることで燃費と時間の節約につながります。

8. タイヤの空気圧から始める点検 ･ 整備
　タイヤの空気圧は、1か月で5%程度低下すること

から、空気圧チェックを習慣づけるようにしましょう。

　空気圧が適正値よりも不足すると、燃費の悪化につ

ながります。

9. 不要な荷物はおろそう
　不要な荷物は車から降ろし、少しでも軽くしておく

ことで燃費が良くなります。

10. 走行の妨げとなる駐車はやめよう
　交通の妨げになる場所での駐車は、交通渋滞をもた

らし、余分な排出ガスの原因となります。

　エコドライブは、燃費が良くて財布にやさしいだけ

でなく、同乗者が安心できる安全な運転でもあります。

　また、心や時間にゆとりを持って走ることも、エコ

ドライブの大切な心がけです。まずは、小さな意識を

習慣にすることから始めてみませんか？

か
。
こ
の
お
い
し
い
水
で
作
ら
れ
た
お
米

や
お
酒
は
や
は
り
絶
品
で
、
毎
日
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、出
勤
前
に
湧
き
水
を
調
達
し

て
飲
料
水
や
料
理
等
に
利
用
す
る
ほ
ど
の

ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆

　

私
自
身
、
料
理
が
と
て
も
好
き
な
の
で

美
浜
町
の
食
材
で
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
家
栽
培
の

里
イ
モ
や
万
願
寺
唐
辛
子
、
ナ
ス
等
を
収

穫
し
て
料
理
を
作
り
、
地
元
の
皆
さ
ん

に
ふ
る
ま
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い

く
。
こ
れ
が
、
私
の
理
想
と
す
る｢

な
ん

ち
ゃ
っ
て
小
料
理
屋(

仮)｣

で
す
。

　

開
店
時
期
は
未
定
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

が
落
ち
着
く
ま
で
の
期
間
を
プ
ラ
ス
に
と

ら
え
、
自
身
の
料
理
の
腕
を
磨
こ
う
思
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た

際
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
料
理
を
ふ
る

ま
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
面
白
い
話
を
持

参
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

↑�小料理屋(仮)のオープン予定地

↑山の恵みたっぷりの�ぼたん鍋

◆

　

こ
の
取
り
組
み
を
考
え
始
め
た
の
は
、

美
浜
町
の
魅
力
的
な
食
材
に
出
会
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。私
が
美
浜
に
移
り
住
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〒 919-1192　美浜町郷市25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

 FAX　0770-32-1115( 代表 )

 HP　http://www.town.mihama.

      fukui.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

町
上
下
水
道
課(

担
当･

橋
本
）

☎
32
‐
１
３
４
１

　

冬
季
は
、
気
温
の
低
下
に
よ
り
水
道
管

が
凍
結
し
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
水

道
管
が
破
裂
し
て
漏
水
し
た
り
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

● 

凍
結
を
防
ぐ
に
は

･

水
道
管
に
保
温
材
を
巻
く

･

就
寝
前
に
蛇
口
を
若
干
開
け
て
お
く

冬
季
の
水
道
管
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

問
● 

凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

･

水
道
管
に
タ
オ
ル
等
を
被
せ
、
ぬ
る
ま

  

湯
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
温
風
で
解
凍
す
る

● 

水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

･

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
止

  

め
て
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

  

修
理
を
依
頼
す
る

町
上
下
水
道
課(

担
当･

田
辺
）

☎
32
‐
１
３
４
１

　

冬
季
は
、
積
雪
に
よ
っ
て
水
道
検
針

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

･

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
を
除
雪
す
る

･

水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
は
物
を
置
か
な
い

積
雪
時
の
水
道
検
針
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

問
　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、
火
災
が
発
生

し
た
時
に
使
用
す
る
大
切
な
施
設
で
す
。

　

消
防
署
で
も
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
が
、

作
業
が
間
に
合
わ
ず
、
火
災
発
生
時
に
消

火
活
動
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

消
火
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、

お
近
く
の
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
火
栓･

防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
美
浜
消
防
署　
　

☎
32
‐
１
１
９
０

問新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る

納
税
徴
収
猶
予
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
収
入
の
減
少
等
の
理
由
に
よ
り
納

税
が
困
難
と
な
っ
た
方
は
、
徴
収
の
猶
予

が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
町
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
町
税
務
課(

担
当
・
高
木
）

☎
32
‐
６
７
０
２

問

新型コロナウイルス感染症の影響による保険税(料)の減免について

※お問い合わせ先　【国民健康保険】　　　町税務課(担当･高木) 　　　　　☎32‐6702
　　　　　　　　　【介護保険】　　　　　町健康福祉課(担当･伊藤満美) 　☎32‐6704
　　　　　　　　　【後期高齢者医療保険】福井県後期高齢者医療広域連合  ☎0776‐54‐6330

【国民健康保険税の減免について】

　新型コロナウイルス感染症の影響により、次の要件に該当する方は、申請により保険税の全額また

は一部が減免となります。詳細については、町税務課までお問い合わせください。

● 対象者(①、②のいずれかを満たす方)

　①新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った世帯の方

　② 新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の事業収入･不動産収入･山林収入･

給与収入のいずれかが、前年と比較して3割以上の減少が見込まれる世帯の方

【介護保険料の減免について】

　新型コロナウイルス感染症の影響により、次の要件に該当する第1号被保険者(65歳以上)の方は、

申請により介護保険料の全額または一部が減免となります。

　詳細については、町健康福祉課までお問い合わせください。

● 対象者(①、②のいずれかを満たす方)

　①新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った世帯の方

　② 新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の事業収入･不動産収入･山林収入･

給与収入のいずれかが、前年と比較して3割以上の減少が見込まれる世帯の方

【後期高齢者医療保険料の減免について】

　詳細については、福井県後期高齢者医療広域連合までお問い合わせください。

※お問い合わせ先　㈱グリーンパワーインベストメント　☎03‐4510‐2100
 　　　　　　　　　町住民環境課 (担当 ･西村 )　 ☎ 32‐6703

(仮称)美浜新庄ウィンドファーム発電事業   
                         環境影響評価方法書の縦覧について
　環境影響評価法に基づき、下記のとおり｢(仮称)美浜新庄ウィンドファーム発電事業 環境影響評価方法書｣

を縦覧に供するとともに、ご意見を募集します。

■ 事業者名
株式会社グリーンパワーインベストメント

■ 対象事業
(仮称 )美浜新庄ウィンドファーム発電事業

■ 事業実施想定区域
福井県三方郡美浜町新庄地区

■ 縦覧場所・時間
●町役場1階　情報公開コーナー
　午前8時 30分～午後5時 15分
●新庄山村開発センター１階　窓口
　午前8時 30分～午後5時
※下記ウェブページからもご覧いただけます。
　 https://greenpower.co.jp/category/information/

■ 縦覧期間
1月 14日 ( 木 ) ～ 2月 15日 ( 月 )
( 土 ･ 日 ･ 祝日を除く )

■ 意見 ･質問の提出方法
住所、氏名、電話番号、内容をご記入の上、
縦覧場所に設置の意見箱に投函するか、右記
の提出先に郵送してください。
(3月 1日当日消印有効 )
※電話でのご意見、ご質問はお受けできません。

■提出先
株式会社グリーンパワーインベストメント
〒107-0052　東京都港区赤坂1-11-44
　　　　　　　　　赤坂インターシティ3階 ※ この事業は、(一財)自治総合センターが宝くじの収益の一部を財源として、宝くじの普及広報を目的に

各種のコミュニティ活動を対象に助成するものです。

※お問い合わせ先　町健康福祉課(担当・藤村) ☎32‐6704

↑整備した遊具(すべり台、鉄棒、スプリングペット、うんてい)

遊具を整備しました
　令和2年度一般コミュニティ助成事業により、興道寺区に遊具を整備しました。

※お問い合わせ先　町エネルギー政策課(担当・山野) ☎32‐6716

ケーブルテレビ施設更新工事の工期延長について
　広報みはま10月号でお知らせしたケーブルテレビ

施設更新工事について、第2期整備エリアの工事完了

予定を令和2年度末としていましたが、新型コロナウイ

ルスの影響により、機器の調達に時間を要しているこ

とや宅内工事の施工に時間がかかることが想定され

ることから、工期延長が見込まれることとなりました。

　当該地域の皆さまには、大変ご迷惑をおかけしま

すが、ご理解とご協力をお願いします。

■ 第 2期整備エリア対象地域
佐田、太田、山上、坂尻　地係

■ 今後のスケジュール (予定 )

1月 4月 7月

伝送路工事 引込工事

宅内工事

10月

撤去工事
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Mihama　Information

教
室･

講
座･

説
明
会
等

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

1
月
19
日(
火)

午
後
7
時
～
8
時

●�

日　

時

●�

会　

場

な
び
あ
す

●�

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●�

定　

員

2
人(

要
事
前
申
し
込
み)

●�

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

藤
木)

☎
32
︲
６
７
０
４

問

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

河
村)

☎
32
︲
０
１
９
２

問 ○
育
児
講
座

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆｢

子
育
て
ト
ー
ク｣

1
月
25
日(

月)

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●�

日
時

●�

会
場

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

●�

対
象

在
宅
児
と
保
護
者

●�

講
師

林
恵
子
氏(

子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー)

●�

内
容

講
師
が
子
育
て
の
悩
み
を
聞
い

て
、ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

募
集･

申
請
等

　

放
送
大
学
で
は
、
4
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
　

放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６
︲
22
︲
６
３
６
１

●�

出
願
期
間　

　

令
和
3
年
3
月
16
日
ま
で

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

の
お
知
ら
せ

※
資
料
請
求
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

問

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

藤
村)

☎
32
︲
６
７
０
４

　

県
で
は
、
令
和
3
年
度
に
小
学
校
、
中

学
校
、
高
等
学
校
に
入
学
さ
れ
る
交
通
災

害
等
遺
児
の
保
護
者
に
対
し
、
就
学
支
度

金
を
支
給
し
ま
す
。

●�

対�

象

　

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

･

　

 

生
計
を
一
に
し
て
い
た
父
、
母
ま
た
は

未
成
年
後
見
人
を
交
通
災
害
、
労
働
災

害
、
天
災
、
病
気
等
で
失
っ
て
い
る

･

　

 

遺
児
や
保
護
者
の
属
す
る
世
帯
に
、
町

民
税
の
所
得
割
を
課
さ
れ
て
い
る
人
が

い
な
い

･

　

 

遺
児
が
保
護
者
以
外
の
人
の
養
子
に

な
っ
て
い
な
い

※ 

申
請
に
は
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
、
課
税

証
明
書
等
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限

　

小･

中
学
校　

1
月
29
日(

金)

ま
で

　

高
等
学
校　
　

4
月
1
日(

木)

～
5
月
31
日(

月)

●�

支
給
額

　

小
学
校
就
学　
　

４
０
，０
０
０
円

　

中
学
校
就
学　
　

４
５
，０
０
０
円

　

高
等
学
校
就
学　

６
０
，０
０
０
円

※ 

制
度
改
正
に
よ
り
額
が
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

福
井
県
交
通
災
害
等
遺
児

就
学
支
援
金
の
申
請
に
つ
い
て

問

　

美
浜
や
心
の
中
に
あ
る
ふ
る
さ
と
を
う

た
っ
た
短
歌
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

作
品
は
、
短
歌
形
式
と
し
、
本
人
が
創

作
し
た
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
応

募
は
一
人
１
点
ま
で
と
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
な
び
あ
す
等
に
設
置
の
募
集

チ
ラ
シ
も
し
く
は
、
な
び
あ
す
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

な
び
あ
す(

担
当･

渡
辺)

☎
32
︲
１
２
１
２

●�

応
募
締
切　

　

1
月
11
日(

月･

祝)

ま
で

第
15
回｢

ふ
る
さ
と
を
詠
う｣

短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
！

問
●�

応
募
方
法　

　

応
募
は
が
き
、
官
製
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

き
い
ぱ
す
で
は
、
き
い
ぱ
す
周
辺
施
設

の
活
用
提
案
に
関
す
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
市
場
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

実
施
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

き
い
ぱ
す(

担
当･

和
多
田)

☎
39
︲
１
１
１
６

●�

対
象
施
設･

用
地　

　

 

き
い
ぱ
す
、き
い
ぱ
す
裏
山
、シ
ー
パ
ー

ク
丹
生
、オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、丹
生
白

浜
キ
ャ
ン
プ
場
、丹
生
白
浜
海
水
浴
場

き
い
ぱ
す
と
周
辺
施
設
を
活
用
し
て

丹
生
地
域
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す

問
●�

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
実
施
日　

　

1
月
19
日(

火)

、
20
日(

水)

●�

対
話
の
項
目　

　

 

・
丹
生
地
域
に
将
来
性
は
あ
る
か

　

・
市
場
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か

　

・
発
展
す
る
要
素
は
あ
る
か

　

・
事
業
実
施
に
あ
た
り
町
に
望
む
こ
と

募集ページ
QRコード

※お問い合わせ先　町エネルギー政策課 ( 担当 ･ 田村 )　 ☎ 32‐6716

戸別受信機の設置方法について
　町では、防災行政無線の更新に伴い、各家庭や事業所等に設置している音声告知受信端末機を無線方式
の戸別受信機に切り替えます。現在の音声告知受信端末機からの放送は1月31日で終了しますので、2月
1日までに配布した戸別受信機を下記のとおり設置してください。
　なお、戸別受信機は集落説明会を通じて配布しておりますが、まだ受領されていない方は、町エネル
ギー政策課までご連絡ください。

① 戸別受信機本体、アンテナ、電源アダプタが
揃っていることを確認します。

② アンテナを真っすぐにして本体後部に取り
付けた後、アンテナをL字に立てます。

③電源アダプタを本体後部に差し込みます。 ④ アンテナが床と垂直になるようにして設置し、
　電源アダプタをコンセントに差します。

■注意事項
●�乾電池(単3×6本)は、停電時の非常用です。

　�電池切れや液漏れ等による故障を避けるため、

定期的に交換してください。

●アダプタは常にコンセントにつないでください。

●�テレビや冷蔵庫等の電子機器の近くには設置し

ないでください。

イ
ベ
ン
ト･

行
事

令
和
3
年
美
浜
消
防
団
出
初
式
の

中
止
に
つ
い
て

　
　

美
浜
消
防
署　
　

☎
32
︲
１
１
９
０

問
　

友
好
都
市
で
あ
る
岐
阜
県
川
辺
町
職
員

振
興
会
の
皆
さ
ん
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
経
済
活
動
が

停
滞
す
る
本
町
の
製
造
業
を
応
援
し
よ
う

と
、
地
場
産
品
を
多
数
購
入
し
て
く
れ
ま

し
た
。
あ
た
た
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岐
阜
県
川
辺
町
か
ら
の
応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※ 

こ
れ
ら
の
対
象
施
設･

用
地
を
、
民
間

事
業
者
の
方
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●�電池の入れ替えは、底のフタ
　を開けて行います。

●赤い丸で示した箇所に、線が
　1本以上表示される電波状態
　の良い場所に設置してください。

■設置方法

　

恒
例
の
美
浜
消
防
団
出
初
式
は
、
中
止

い
た
し
ま
す
。

　
　

福
井
県
運
営
適
正
化
委
員
会

☎
０
７
７
６
︲
24
︲
２
３
４
７

●�

場�

所

福
井
県
運
営
適
正
化
委
員
会

(

福
井
市
光
陽
2
丁
目
3-

22)

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●�

日�

時

●�

苦
情
内
容
例

・ 

職
員
の
言
葉
や
態
度
が
不
愉
快

・
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
契
約
と
違
う 

等

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

問
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ハートフル朝市 感謝祭

↓新鮮な魚介類を買い求める来場者

　11月 29 日に、美浜ハートフル朝市の感謝セール
が久々子の水神公園広場で開催されました。
　同朝市では、4月から 11月の毎週日曜日に地元農
家や漁業団体らが新鮮な食材等を販売しています。
　感謝セールには町内外から約 80人が訪れ、新鮮な
野菜や魚介類等を買い求めたほか、来場者への花苗プ
レゼントや抽選会も行われました。

人権のつどい2020

↓お笑いステージに登場したよしもと芸人の皆さん
　(左からマテンロウ、濱田祐太郎、おかずクラブ )

　12 月 5日に ｢ 人権のつどい 2020｣ がなびあすで
開催されました。
　当日は、人権作品の表彰式や展示が行われたほか、
よしもと芸人 3組による人権トーク &�お笑いステー
ジが行われました。
　よしもと芸人の皆さんは、軽快な語り口で漫談や漫
才を繰り広げ、会場を大いに沸かせていました。

よしもと芸人によるお笑いステージ

クリーンウォーキングin美浜町
楽しく歩いてまちをきれいに

↓海岸に漂着した大量のごみを拾う参加者

　11月 15日に、クリーンウォーキング in 美浜町が開催され、
町内外から65人が参加しました。
　同イベントは、楽しく清掃活動に参加してもらおうと県が主催
し、町が｢美しい浜を守るプロジェクト｣として共催したものです。
　参加者らは、久々子湖や海岸沿いを歩きながらゴミを拾い集
め、ウォーキング後には、こるぱでふるまわれたシジミ汁に舌
鼓を打っていました。

↓ウォーキング後にふるまわれたシジミ汁を味わう参加者

人権週間街頭啓発キャンペーン

↓啓発物品を配布するキャンペーン隊

　12月 4日に、第 72回人権週間の街頭啓発キャン
ペーン出発式が町役場で行われました。
　同キャンペーンは、キャンペーン隊が町内各所をま
わって人権週間の啓発活動を行うもので、人権週間の
開始に合わせて毎年実施しています。
　キャンペーン隊は、出発式を終えた後に企業や学校
等を訪れ、啓発物品の配布等を行っていました。

MIHAMA KIDS EKIDEN

↓勢いよくスタートをきる中学生たち

　11月 15日に、第１回MIHAMA�KIDS�EKIDEN が
開催され、約70人が参加しました。
　同イベントは、コロナ禍で大会等が中止となる中、
子どもたちが交流し成績を競う機会を設けようと、美
浜陸協が実施したものです。
　参加した小 ･中学生らは、秋晴れの下、互いに競い
合いながら懸命に走っていました。

小 ･中学生が疾走人権意識の高揚を旬のものがズラリと並ぶ

公民館で折り紙体験教室

↓サンタクロースの折り方を聞いて挑戦する児童

　12月 9日に、折り紙体験教室が耳公民館で行われ、
美浜中央小学校の2年生が参加しました。
　この教室は、地元で活動する団体と子どもたちとの
交流を目的に、耳公民館が開催したものです。
　参加した児童らは、折り紙サークルのメンバーから
サンタクロースやモミの木の折り方を教えてもらいな
がら、夢中になって作っていました。

だれでもウェルカム食堂

↓手作り料理を味わう参加者

　11 月 28 日に ｢ だれでもウェルカム食堂 ｣が菅浜
の海のくらし館で開かれました。
　同食堂は、菅浜集落の有志でつくる ｢菅浜わくわく
協働体 ｣が行っている取り組みの一つで、だれでもワ
ンコインで手作り料理を食べることができます。
　当日は、町内外から約 50人が訪れ、温かい手作り
料理を堪能していました。(関連第 33頁 )

地域のつながりを大切にかわいいサンタさんを作ったよ！
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放 送 局

こやす か

健康 ･福祉 ･子育てに関する
情報をお知らせします。

生活リズムを整えて健康な生活を

コロナに負けず｢フレイル予防｣

※お問い合わせ先　町健康福祉課(担当･大井/幸光)　☎32‐6704

※お問い合わせ先　子ども･子育てサポートセンター　(担当･河村)�　☎32‐0192

　乳幼児の健やかな成長のためには、規則正し

い生活が大切…と分かってはいても、理想どお

りにはいかないことは多々あると思います。

　寒くなり、自宅で過ごす時間が増えること

で、つい夜更かしや朝寝坊をしてしまうことが

ありませんか。生活リズムが崩れると、日中の

活動に支障が出たり、体調を崩しやすくなった

りします。

　この機会に家族の生活習慣を見直し、生活リ

ズムを意識した生活をしてみましょう。

　血圧は、睡眠や起床、食事、入浴、運動等のさまざまな行動や環境に

よって常に変化しています。そのため、医療機関だけでなく家庭でも血

圧を測定し、家庭血圧を知ることが大切です

■生活リズムの整え方
◆朝
●�毎日決まった時間に起きよう
●�朝ごはんは必ず食べよう
●�カーテンを開けて朝の光を浴びよう

◆昼
●�体を使った遊びや運動をしよう
●�長時間の動画視聴やゲームを避けよう

◆夜
●�興奮することは避け、静かに過ごそう
●�決まった時間に布団に入ろう

正しい血圧の
測り方を知ろう！

　より正確に血圧を測定するため、心臓から近い場所で測る上腕測定
タイプ、上腕挿入タイプを選びましょう。

冬のコロナ対策へのご協力をお願いします！

　｢マスクの着用｣｢3密の回避｣｢手洗い･消毒｣等の基本的な感染

症対策を徹底しましょう。

基本的な感染症対策の徹底

　忘年会や新年会等、会食が増える季節ですが、会話の際には

必ずマスクを着用し｢静かなマスク会食｣の実践にご協力をお

願いします。

静かなマスク会食を

血圧計の選び方

■フレイルとは

運動

■生活リズムを整えるメリット
●�体と心の調子がよくなります。
●�ご飯がおいしく食べられます。
●�日中、元気に過ごすことができます。
●�成長に必要なホルモンが分泌されます。
●�しっかり睡眠をとることで体の免疫機能が高まります。

　フレイルとは、年をとる過程で心と体の活力が

衰える｢虚弱の状態｣のことで、健康な人よりも要

介護になるリスクが高いといわれています。

　その一方で、フレイルは生活習慣の改善や適切

な予防を行うことで健康な状態に回復することが

できます。何か特別なことをするのではなく、で

きそうなことから取り組むことが重要です。

■コロナ禍での活動自粛による影響
　全国的な新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り外出する機会が減っている人も多いのではない

でしょうか。

　私たちは、外出や人との交流の中で、自然と体

や頭を使って心や体の機能を維持しています。自

粛生活により積み重なったさまざまなストレス

は、心と体に悪影響を及ぼし、特に高齢者にとっ

てはフレイルの進行に直結してしまいます。

■フレイル予防 3つの柱
　フレイル予防に欠かせないとされているのが、

下記の3つの要素です。

食生活

社会参加

筋肉の減少を抑えるた

めに、積極的に運動を

しましょう。

筋肉を維持するタンパ

ク質を意識してとりま

しょう。

コロナ対策を徹底した

うえで、積極的に社会

参加をしましょう。

※お問い合わせ先　町健康福祉課�地域包括支援センター　(担当･藤木)�　☎32‐6704

カーテンを開けて朝の光を浴びよう

上腕測定タイプ 上腕挿入タイプ 手首測定タイプ○ ○ ×

血圧の正しい測り方

【測定のタイミング】
下記の条件を守り、1日2回ずつ(朝、夜)測定を行いましょう。

・起床後1時間以内
・トイレに行ったあと
・朝食の前
・薬を飲む前

◆朝 ・寝る直前
・�入浴や飲酒の直後は
避ける

◆夜

【測定するときのポイント】

家庭血圧の基準値

正常な血圧の基準値

家庭で測定

収縮期 拡張期

115
未満

75
未満

高血圧の診断基準

病院で測定

収縮期 拡張期

140
以上

90
以上

家庭で測定 135
未満

85
未満

・血圧を安定させるため、イスに座って1～2分たってから計測する
・正確に測定するため、カフ(腕帯)は心臓と同じ高さで測定する
・カフを装着する際、薄手のシャツ1枚なら着たままでもよい

　これらのポイントを押さえ、測定した家庭血圧の値を記録してかかりつけ医に見てもらいま
しょう。かかりつけ医による処置の大切な判断材料となります。
　また、高血圧の予防･改善には、げんげん歩楽寿でおすすめしている｢減塩｣｢運動｣｢手のひら
いっぱいの野菜摂取｣を意識することも大切です。
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11/1～11/30�受付分
(敬称略)慶弔慶弔

氏　名 住 所 年齢 届出人

中　條　ヤヨエ 丹 生 98 中 條 秀 一

大 竹 武 久 坂 尻 79 水 嶋 淳 子

川　畑　美知子 河原市 81 川 畑 晃 治

上 道 フ ミ 興道寺 91 上 道 正 二

森 田 　 功 久々子 80 森 田 森 人

馬 野 　 武 野 口 84 馬 野 昌 幸

髙 橋 し ず 日 向 98 髙 橋 武 一

田　中　ときゑ 松 原 83 田 中 俊 晴

福 田 　 治 郷 市 90 福 田 一 夫

武 長 松 美 松 原 85 武 長 善 明

山 口 治 男 気 山 99 林 　 順 子

◎おくやみ

⑪

①

③

④

⑤⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

★

★

②

★

★

★

●応募方法
　キーワードをといて、しりとりをしな
がら右回りにことばを入れてください。
★の中の文字を並べ替えると、美浜町の
地区か場所かイベント名ができます。

　締切りは、1 月 8 日(金)(消印有効)です。
正解者の中から抽選で5人の方に記念品をお
送りします。
●12月号の答え　気山
●応募者総数は　　人で　　人正解でした。
当選の発表は、記念品の発送をもってかえさ
せていただきます。

●キーワード
① きねと臼を使って行うこと
② シイタケやエノキ等の総称
③ 水分が少ないさらさらとした雪
④ 緑色で細長いウリ科の野菜
⑤ 物事の道理を悟り、知ること
⑥ ある場所から他の場所へと位置を
　 変えること
⑦ 体の前面を下にして伏せること
⑧ 満20歳になる人々を招き、激励・
　 祝福する行事
⑨ つぶしたうるち米を棒に巻き付け
　 て焼いた秋田県の郷土料理
⑩ 衣服の表面に小さな布を縫い付け
　 て袋状にした部分
⑪ 日本の首都

　はがきに、答えと住所、氏名（お便りも大
歓迎！）を書いて、「広報みはまハ－トフル
クイズ」係（〒919‐1192美浜町郷市
25-25）まで送ってください。
　メールで応募される方は、次のアドレスに
送信してください。

【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp

【QRコード】

　（ 1歳5ヶ月 )ちゃん

　帽子をかぶってお外で遊ぶのが

大好き！誰にでも好き好き～って

抱きつきに行くよ！

　じいじ、ばあば、いつも遊んで

くれてありがとう。

律
り つ き

希  

浅妻 裕喜さん
　　 真紀さん (大藪) の長男

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

梶 岡 咲
さ き

希 女 　龍介・由利香 郷 市

髙 田 　 岬
みさき

男 悠生・七海 河原市

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

掲載しております。

氏　名 住　所

山　口　貴　美　＆　(桑　野)　広　奈 木　野

岩　本　伸　二　&　(村　中)　優　花 山　上

奥　田　裕　紀　&　(長　尾)　あずさ 佐　田

田　中　雅　人　&　(吉　川)　あおい 松　原

◎ご結婚

山
本　

善
昭
︵
竹　

波
︶

岸
本　

和
子
︵
松　

原
︶

高
木　

勝
美
︵
新　

庄
︶

成
田　

和
夫
︵
中　

寺
︶

田
波　

耕　

︵
竹　

波
︶

三
宅　

宏　

︵
大　

藪
︶

松
下　

幸
子
︵
久
々
子
︶

川
﨑　

和
美
︵
久
々
子
︶

短　

歌

か
を
り
歌
会
美
浜
支
部

四
年
越
し
荒
れ
た
梅
園
踏
み
入
り
て

　
　
　
　

徒と
ち
ょ
う
し

長
枝
間
引
き
沙
汰
を
愛
し
む

車
椅
子
押
さ
れ
て
参
加
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　

久
々
子
湖
畔
の
レ
ン
ガ
道
行
く

秋
晴
れ
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン
見
守
れ
ば

　
　
　
　

息
を
は
ず
ま
せ
子
等
は
風
切
る

晩
秋
の
四
方
の
山
山
色
づ
い
て

　
　
　
　

日
本
の
四
季
は
や
す
ら
ぎ
く
れ
る

老
老
と
な
り
し
母
子
の
日
常
に

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
入
り
来
て
会
ふ
は
か
な
は
ず

懐
か
し
い
久
々
子
湖
シ
ジ
ミ
よ
み
が
え
り

　
　
　
　

夢
追
う
人
の
お
か
げ
と
感
謝

霜
月
を
迎
え
獅
子
舞
訪
れ
し

　
　
　
　

我
の
頭
を
咬か

ん
で
下
さ
る

生
き
生
き
と
仕
事
に
励
む
孫
を
見
て

　
　
　
　

｢

安
心
し
た
よ｣

と
夫
は
言
ひ
た
り

↑町歴史文化館に展示されている銀秤

　

当
館
で
展
示
し
て
い
る
生
活
道
具
の

中
に
は
、
形
や
使
用
目
的
が
現
代
の
道

具
と
大
き
く
違
う
も
の
も
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
道
具
の
中
か
ら
、
今
回
は

銀
秤
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
銀
秤
は
、
錘

お
も
り

と
皿
、
棹さ

お(

現
在

失
わ
れ
て
い
る)

の
3
部
分
か
ら
な
る

棹さ
お
ば
か
り秤
で
、
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
容
器
に
収

納
し
て
持
ち
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

棹
秤
は
、
て
こ
の
原
理
を
利
用
し
て

重
さ
を
量
る
道
具
で
す
。
棹
に
吊
り
下

げ
た
錘
を
左
右
に
移
動
さ
せ
て
釣
り
合

う
位
置
の
目
盛
り
を
読
む
こ
と
で
、
錘

と
異
な
る
重
さ
で
も
計
測
可
能
で
す
。

　

当
館
の
銀
秤
は
、
容
器
に｢

四
匁も

ん
め

よ

り
四
〇
匁
ま
で｣

と
記
さ
れ
て
お
り
、

約
15
ｇ
か
ら
１
５
０ｇ
の
範
囲
で
測
定

で
き
た
よ
う
で
す
。

　

棹
秤
は
古
代
ロ
ー
マ
時
代
に
発
明
さ

れ
た
も
の
で
す
。
日
本
で
は
、
9
世
紀

に
成
立
し
た
﹃
日
本
霊
異
記
﹄
に
秤
の

目
盛
り
を
悪
用
し
た
罪
に
よ
り
地
獄
で

牛
馬
に
な
る
刑
を
受
け
た
女
性
の
説
話

が
あ
り
、
棹
秤
が
当
時
か
ら
普
及
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
秤
を
作
り
販
売
で
き
た

の
は
、
東
日
本
で
は
守し

ゅ
ず
い随
家
、
西
日
本

で
は
神じ

ん

家
の
秤は

か
り
ざ座
の
み
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
守
随
家
の
秤
座
出
張
所
は
敦
賀

に
も
あ
り
、
当
館
が
所
蔵
す
る
銀
秤
の

錘
に
は
守
随
家
四
代
目
当
主｢

正
得｣

の
名
が
刻
印
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
こ
の
銀
秤
が
守
随
家
の
秤

座
で
作
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

銀
秤
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
銀
を
量

る
た
め
の
道
具
で
す
。
で
は
、
な
ぜ
日

常
的
に
銀
の
重
さ
を
量
る
必
要
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
に
は
、
日
本
の
貨
幣
の
歴
史
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
こ
そ
貨
幣

の
形
や
重
さ
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

過
去
の
日
本
で
は
、
金
や
銀
を
貨
幣
と

し
な
が
ら
、
形
や
重
さ
が
定
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
時
代
が
長
く
続
き
ま
し
た
。

特
に
銀
に
つ
い
て
は
、
16
世
紀
に
金
の

形
や
重
さ
が
大
判･

小
判
と
し
て
固
定

さ
れ
た
後
も
、
一
定
の
形
が
定
ま
ら
な

い
ま
ま
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
銀
の
貨

幣
を
使
う
度
に
重
さ
を
量
り
、
価
値
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
も
、
銀
秤
は

経
済
活
動
を
行
う
上
で
無
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
し
た
。

　

18
世
紀
後
半
に
は
、
江
戸
幕
府
が
銀

貨
を
発
行
し
、
銀
貨
で
の
決
済
が
多
く

な
り
ま
し
た
が
、
重
さ
に
よ
る
銀
の
貨

幣
利
用
が
完
全
に
撤
廃
さ
れ
る
明
治
元

(

１
８
８
６)

年
ま
で
、
秤
と
銀
の
関
係

は
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
少
な
い
も
の
で
も
重
さ
を

量
れ
る
こ
と
か
ら
、
医
師
や
薬
屋
を
営

む
旧
家
で
は
薬
の
調
合
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
以
降
、

量
る
も
の
が
変
わ
り
な
が
ら
も
、
人
々

の
生
活
を
支
え
る
役
割
は
変
わ
ら
ず
続

い
て
き
た
の
で
す
。

︵
美
浜
町
歴
史
文
化
館
︶

まちびと まちびと 

だれでもウェルカム食堂を開く
｢菅浜わくわく協働体｣の

吉本 健造 ( 菅浜 )

＊ウェルカム食堂を始められたきっかけを教えてください。

　ウェルカム食堂は、活力と魅力ある集落づくりを目指して設立した

｢菅浜わくわく協働体｣の活動の一つとしてスタートしました。

　さん

(関連第29頁)

＊どのような取り組みですか？

　菅浜生協や地元の方から仕入れた食材を使って料理を作り、訪れ

た方にワンコインで提供しています。お年寄りから子育て世帯まで、

多世代の方が交流することで、地域の絆やつながりを育んでいます。

＊今後の目標を教えてください。

　｢菅浜わくわく協働体｣の活動を通して、みんなが関わりあい、わく

わく楽しめるような集落にしていきたいです。
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人口の動き

■くらしのカレンダー■
年
始
の
ご
み
収
集･

受
け

入
れ
は
、広
報
み
は
ま
12

月
号
も
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル
等
で
ご
確
認
下
さ
い
。

古紙

1 月の納税 [納期限 2/1（月）] ※納付は口座振替が便利です。

町県民税 (4期 )、国民健康保険税 (7期 )

●イベント　●健康診査・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、12月 16日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和 3年1月

15（金）

16（土）

14（木）

13（水）

12（火）

11（月）

10（日）

9（土）

8（金）

7（木）

6（水）

5（火）

4（月）

3（日）

27（水）

26（火）
25（月）

24（日）

23（土）

21（木）

22（金）

20（水）

19（火）

18（月）
17（日）1（金）

2（土）

28（木）

30（土）
29（金）

31（日）

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

13:30～母親学級(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ
　　　　　　　　　(菅浜農業構造改善センター)

  8:00～住民健診[特定健診、肺･胃･大腸がん
　　　　検診](はあとぴあ)  
13:00～住民健診[大腸･子宮･乳がん検診]

　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:15～1歳6か月児健診(はあとぴあ)

元日

官公庁仕事始め

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入

　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

13:30～美浜町成人式(なびあす)

成人の日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

 

10:00～6～8か月児教室(はあとぴあ)

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今

年
も『
広
報
み
は
ま
』を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、良
く
も
悪
く
も
日
本
全
体
が
大
き

な
変
化
を
迎
え
た
年
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。多

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
、外
出
自
粛
等

が
広
が
る
中
、新
た
な
生
活
様
式
に
基
づ
き
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
Ｗ
ｅ
ｂ
授
業
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
生
活
が
、急
速
に
浸
透
し
て
い
き

ま
し
た
。1
年
前
に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
存
在
を
知

ら
な
か
っ
た
私
で
さ
え
、今
で
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

を
活
用
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、マ
イ
ナ
ス
の
変
化
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
よ
う
に

プ
ラ
ス
の
変
化
も
あ
り
ま
す
。新
年
が
、こ
の

よ
う
な
喜
ば
し
い
変
化
で
あ
ふ
れ
る
年
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
規
）

令和2年12月1日現在

人口総数
    9,295人
男 4,565人
女 4,730人

前月比
（＋  1）
（＋  4）
（－  3）

世帯数
  3,699世帯 (＋11)

▽
表
紙
の
写
真

　
あ
お
な
み
保
育
園
の
く
じ
ら
組
の
子
ど

も
た
ち
で
す
。地
元
の
方
か
ら
頂
い
た
わ
ら

で
作
っ
た
正
月
飾
り
を
手
に「
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
」と
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
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